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心 の 糧
十二使徒評議員

リグ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

言者イザヤは，我々が新しい天と地を所有し，家を建ててその中に住み，ぶ
予 どう園を栽培 して，その実を食べる日のあることを先見 していた。そしてイ

ザ㌣は次のようにつけ加えている。 「彼らは主に祝福 された者のすえであって，そ ゴ

の子らも彼らと共におるからである」 （イザヤ ６５：１７，１９～２５参照）

幼児を埋葬 したことのある入々にとって，幼児が復活 して，成人になれると知る

こと以上に大 きな慰めはないであろう。

いわゆるキリス ト教会における人の作 った教えはその信者たちになんらそのよう

な慰めとなる約束を与えていない。

私はかつて仕事の同僚が一人娘を失なった時にその葬儀に参列した。このかけが

えのない幼児を失なって悲しみにうち沈み，ふたたびその子に会って共にすごした

いと望む両親に，牧師は何一つ望みを与えなかった。

葬儀の後で，主は彼がそれを求めて生きるな らば，よりよいものを備えておられ

ると私はその友人に話したのである。

それ以来彼は主のまことの教会に加わり，今やあの亡 くなった幼児が第一の復活

の朝に出で来るのを待ち望んでいる。
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ソ ル トレー ク の タ バ ナ ク ル献 堂

さ る

１８７５年

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 第 ６代 大

管 長 と して 支 持 さ る

１９０１年

ハ ロ ウ ィー ン

今月の表紙

今月の表紙は ４月の総大会における聖 会

の支持の模 様の説 明図で，非常によ くあ

らわ されている。 ジェラル ド・Ｌ ・パ ル

ス ファー氏による このテ ンプルス クェア

の タバナ クルの分解 図は，面積 ，座席，

長椅子，円柱の数において も正 確であ り

全体 に詳 しく描かれてい る。



末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第 １４０回年次総大会における教会幹部の説教

〈開 会 説 教〉

責 任 と 指 導

の 手 綱

大 管長 ジ ョ セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

愛 謁 繋 藩 認 へりくだつてみなさんの前に立ち’撚 に’私嚇 １‘’ま髄 たがたと主のすべての民に注ぎた翻

我 々は主 の御業 に従事 して いる。主 は地 の歴史上 いかな る時 にもその御業をなす人 々を立てた もうのであ る。我々は一教 会 として，また一つ

の民 と して，マ ッケイ大 管長 の霊感 あふるる指導，偉大な洞察力，力強い腕 によ り大いに祝福を受けて きた。彼 が地上 における輝 か しい働 きを

終 り，他 の方法 で仕 えるべ く天 の家 に召 され たので，主は地上の王国 におけ る責任 と指導の手綱を，残 る我々の内に委ねた もうた。

我 々は 「主が命 じたも うことには，人が それを為 しとげるため に前以てあ る方法が備えてあ り，それでな くては，主 は何 の命令 も人 に下 した

まわない こと」 （１ニー フ ァイ ３ ：７）を知 って いるので ，この御業は主の導 きと指示の下に繁栄 し続 け るであろ うと我々は心か ら確信 してい

る。私 は，自分 の力で この教 会を指導で きる人間は一人 もいない と申 しあげたい。 これは主 イエス ・キ リス トの教会で あ って，キ リス トが その

頭 なので ある。教 会はキ リス トの名を いただ き， キ リス トの神権を持 ち，キ リス トの福音 の儀式 を施 し，キ リス トの教 えを説 き， キ リス トの業

を なして いる。 キ リス トは人 々を選び，召 し，主の 目的達成のたあに御 自身の道具 とな し，彼 らを導 きた もうのである。 しか し，人 々はあ くま

で も，主の御手 にある道具であ って，主の しもべがな し遂げ るあ らゆる誉 と栄 光 とは永遠 に主 に帰せ られる。 も しこれが人 の業 な ら，失敗す る

こともあろ うが， それは主の御業であ るゆえに， しくじる ことがない。 もし我 々が戒 めを守 り， イエスへ の証を雄 々 しく述べ ，託 された事 に忠

実な らば，主はそのあ らゆる 目的を成就 するために，義 なる道 にある我 々と教 会を導 きたも うとい う約束 がある。我 々の信仰 の中心 は，主 イエ

ス ・キ リス トであ り，キ リス トを通 じて信仰 は天父 に向け られる。我 々はキ リス トを信 じ，キ リス トを神 の御子 として受 け入れ，バ プテスマの

水において その御名を受け，キ リス トの娘，息子 とな ったのである。私 は主 の御業 を喜 び，その業 が真で あ り，聖 なるもので あるという確かな

知識に満た されてい る。私は イエス ・キ リス トが生 ける神 の子 である こと，キ リス トが予言者 ジ ョセブ ・ス ミスを召 され， この神権時代の頭 と

して立て られ，地上に教会すなわち神の王 国を再 び組織 された こと，我 々が従事 して いるその業 は真実 なもので あることを心か ら証す るもので

あ る。

私の父， ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大管長が第 ６代 目の大 管長に召 された時，父 は自分 の献身 的な副管長 に感謝を述べ，主の御前に兄弟みな一つ

とな らんため に，教会の あらゆ ることについて彼 らとよ く協議す ることを宣言 した。

さて今，私は私の副管長に全幅の信頼 をおいていると申 しあげたい。彼 らは天の霊感 によ り導かれてい る神の僕であ る。彼 らは聖霊の賜 と力

とを亨受 して おり，教 会の利益 となる こと，天父 の子供 たちを祝福す る こと，地上 に主の御業を完成す ることだ けを望んでい る。ハ ロル ド Ｂ・

リー副管長は真理 と義の柱であ り，偉大な霊の力 と洞察力 と知恵 とを持 った真 の聖見者で ある。教会 と教会が必要 とす る事柄 に対す る知識 と理

解 において彼 に優 る人はいない。 Ｎ ・エル ドン ・タナー副管長 は完全無欠で ，真理 に献身す る立派 な方で ある。

そ して彼は人を正 し く導 き，相談にの り，指示 する ことのできる管理能力 と霊 の力 とを付与 されてい る。 また リー副管長， タナー副管長につ

いて言え ることは，十二使徒 定員会，その他の教 会幹部 についても同様で あ り，彼 らはみな神の人なので ある。私は これ らの力ある兄弟を主 が

お立てにな り，彼 らを召 して教会の指 導者 の地位 に立つ備 えをさせ たも うた ことに感謝 して いる。主の御業 ほど大切な業は地上に存在 しない側

天父の子供たちに これほ どまで大きな影響 を及 ぼす奉仕 と責任の地位は他 に存在 しない。主の王国におけ る真の克弟姉妹 として働 く我々一人 一

人が，前方にあ る偉大な御業をな し遂 げるためによ く働 くことがで きるようにと祈 って止 まない。我 々は信仰あ る多 くの人々の中に愛 と調和 の

精神が増 し加わ っている時代 に生 きているすべて の天父 の子供た ちの霊的，物質的福祉のために愛 と関心をあ らわす時に，我 々はあ らゆる他 の

教 会の善意の人 々に仲 間入 りをするのである。我 々は同胞 の進歩 と改善 のため にな るあらゆ る事柄 において， どこにあろ うとも，ま じめで善良

な人 々に協 力をお しまない。 なぜな らすべて の人 間は神 の子供で あり，人類家族の兄弟，姉妹であ ることを我々は知 っているか らで ある。永遠

の父なる神 が，神 の手 になるあ らゆる業に祝福 を注 ぎた まわん ことを。

子 供たちを教 える両親 に洞察 の力 と霊感を祝福 したまえ。勧告を求めて受け入れ，戒めを守る子 供たち と若入を祝福 したまえ。正 しく，忠 実

に，よ く主 に仕 えるζとがで きるよ うに，天父の教会のあ らゆ る役員，教師，会員を祝福 したまえ。主にあ って正 しきにかない，平安 と幸福 と

人生 の目的を見 出す ことがで きるよ う，世 とあ らゆる人 々とを祝福 した まえ。へ り くだ り感謝を もってすべてを主 イエス ・キ リス トの御名 によ

り申 しあげる。 アー人 ン。

２５７

｛

．；

．」転

づ

．；

三

モ

一一．」一一凶



、

’；１

私たちの時代

第一副管長 ・十二使徒評議員会会長

ハ ロ ル ド Ｂ． リ ー

私灘 甲歎∵鷲勢
ヨセブ ・ア ンダー ソ）〈，デ ビ ド・Ｂ ・ハ イ ト，

ウ ィリアム ・Ｈ ・ベ ネ ッ ト各兄弟を教会幹部

に迎え ることに感慨を覚える ものである。私

た ちと同様に，あなたがた もきっとこの兄弟

た ちの力強い指導力を知るに違いない。

この時 にあた って ，私は愛するマ ッケ イ大

管長の ことを忘れる ことができない。 マ ッケ

イ姉妹 も恐 らく同 じ思 いに違 いない。私 は今

この教会の歴史が新 しい時代に入ろ うとして

・い る時に，マ ッケイ大管長のすば らしい御 家

族 に対 し，愛 と祝福の気持 をお伝え したい。

今 日，末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教 会は，

聖 典に記 されているよ うに， この時満 ちたる

神権時代に組織 されて以来 １４０年 の歴 史を迎

え新 しい時代の １ペー ジをひ もといたので あ

る。

今は亡き偉大な予言者 デ ビ ドボ０ ・マ ッケ

イ大管長 は，地上 における教 会の頭 として の

働 きを報 告するべ く，御 許へ 召されているの

である。予言者 の死亡 に伴 い，常 に教 会と社

会において犬きな出来事 が起 きている。私 は

この地上 で人々が行 な っている ことを考 える

と，予言者 が造 り主 に対 して それ程 よい報告

が できるだろ うかと考 えている。

教 会の管理者が代 わる時 ，その移行 はキ ン

ボー ル長老 も言 われた ように，主の御業 に混

乱 と不満 をもた らす大 きな原 因とな る政治 的

な手段， あるいは革命的 な方法 などを避 ける

意味 で定 め られた計画 と，特異 な方法で行 な

われる。

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長 とそれ以前の

すべて の大管長 は，私た ちに知恵 と知識 とい

う豊 かな財産 を残 して くれて いる。 それぞれ

の大 管長が亡 くなるたび に，人 々の心 は感謝

で一杯 にな り，あたか も一緒 に天 に昇 って行

２５８

きたいよ うな気持 になるものである。彼 らの

生 涯 と業績 ，残 した 言葉 などは幸 いに して教

科書に記 され，あるいは教 会の歴史 やあ とに

従 った人 々の記憶 に留 め られて いる。すべて

の信仰深 い人 々に対 するそのよ うな遺産 を神

が祝福 した もうよ うに。大管長た ちの偉大 な

記録 は，彼 らが熱心 に働 きか けて きた人 々の

心に刻 まれる ことだろ う。

こ こで ，大 管長の死 に伴 う教会の再組織 に

つ いて何 らかの意見 を述べ ることは多 くの教

会員またその他教会 に興味 を持つ人 々にとっ

て 多 くの疑問 を解明 し，指示 を与 えると思 わ

れる。

「教会 の大管長 はどのよ うにして選 ばれ る

のか」 と質問す る人 に対 して，正 しく明解 な

答 えを信仰箇条第 ５条か ら引用 しな けれ ばな

らない。 「われ らは，福音を宣べ，且つ その

儀式 を執 り行 うため には，啓示 と，権威 ある

者 の按手 により，神 によりて其任 に召されね

ばならぬ ことを信ず 。」

人が大管長 に召 され る場合 ，実際 には十二

使徒定員会の会員 として召 され，聖任 され任

命 され るところか ら始 まる。すなわ ち，啓示

言 い換 えれば主の霊感 によ り大管長会の鍵 を

有す る者と して召 され，次 に同 じ権能に より

按手聖任 ，任命 されて ，使徒職を もつ十二使

徒定員会の一員 とな るので ある。

・こうして教会の大管長 によ り聖 任 されたす

べての使徒 は，他の聖任 された使徒た ちと共

に神の王国の鍵を握 り，教会のあ らゆ る職 に

必要な神権の権能を持つ。 そして管理役員 に

より召 され，教会員の集ま りにおいて賛成の

挙手を受 けて支持 された場合 には，教会を管

理す る職 をも受 けるので あるｂ

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは こう宣言 してい

る５ 「大管長が いな ければ大管長会 は成 り立

たない 。」 大管長の死 に伴い，次位 にあ る十

二使徒定員会が即座 に管理役員 とな り，新 し

い大管長が公式 に聖任 され支持 され るまで十

二使徒会会長が大管長代理 を務め る。

この神権時代の初期 において，あ る事情か

ら十二使徒評議員会が新 しい組 織の完全 にで

きるまで， ３年 もの聞教会を管理 した ことが

あった。教会の情勢が安定す るにつれて，大

管長の死後す ぐに新 しい大管長会が組織 され

るよ うにな って きた。

大管長会 と十二使徒会の会員はすべて通常

「予言者，聖見者 にして啓示を受 ける者」 と

して支持を受 ける。 これ は今 日で も変わ らな

い。啓示 によると， これ は，選ばれ聖任 され

たすべての使徒が， 「当団体 （完全な十二使

徒定員会 と解釈 されてい る）によ りて選ばれ

その職 に任命 して按手聖任 され，教会員の信

任 と信仰 と祈 りによ りて支持せ られ」た場合

には，教会 を管理す ることがで きるとい う意

味であ る。 その場合，管理す るのは十二使徒

定員会の先任使徒，すなわ ち会長であ る。

（教義 と聖約１０７：２２参照）．

時折，先任の十二使徒以外の人が大管長に

召 され るか どうか とい う質 問を耳にす る。 こ

の件 に関 して，主が十二使徒会会長に他の人

を選ぶよ う啓示 した場合のみ，先任使徒 以外

の人が教会の大管長 にな ることがで きるとい

う老 えがあ る。 ・・

主 は この神権時代 におけ る最初 の予 言者 に

前 もって定め られてい る地上の神 の王 国の組

織を通 して，教 会の指導者 に関する秩 序正 し

い計画を示 された。 これ らを話 し合 う上 で，

主は次のよ うな説 明を与え られている。

「メルケゼデ ク神 権を有 てる者 の申三人 の

管理大祭司あ り，当団体によ りて選 ばれ，そ

の職 に任命 して按 手聖 任 され，教 会員 の信任

と信仰 と祈 りによ りて支持せ られ，当教 会の

大管長会な る定員 会を構成 す。 十二人 の巡回

’‘ ＝
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評 議員は召 されて十二使 徒 となる，すなわち

全世界に於け るキ リス トの御名の特別の証人

とな るべ き者な り。すなわ ち，か くの如 く彼

らは当教会に於 ける他の職員 とは，』その天職

に就け る義務を．異にす。．また この十二人は，

前記の三人の管理大祭司 と権威 と権能 とを同

じ くせ る定員会を構成す 。」（教義 と聖約１０７：

２２～２４）

この問題について，第 ４代 大管長 ウィル フ

オー ド ・ウッ ドラフは，当時十二使徒 会の一

員であ った ヒ’」バー ・Ｊ ・グラン ト大管長 に

宛 てた．１８８亨年 ３月２８日付 の手紙 で所見 を述べ

ている．。以下にその手紙 を引用する。

「教会の大管 長が死 んだ場 合，教 会の管理

役 員にはだれがなるので あろ うか。 それは，

（他 な らぬ神の啓示によ り聖 任され，組織 さ

れた）十二使徒 定員会で ある。 それで は この

十二使徒 たちが教 会を管理す る時，教 会の大

管長 を務 めるのはだれで あろ うか。十 二使徒

会 の会長 である。 会長 は，大管長会が組織 さ

れた時に ２人 の副管長 を管理す るの と同様 に

事実上 ，十二使徒 を管理 しなが ら教会の大管

長 を務 めるので ある。」 そして この原則は，

教会が組織 されて以来 １４０年を経た今 も実行

されてい る。 ウ ッ ドラフ副管長は さらにこう

続 けてい る。

「私 に関す る限 り，教 会の歴史に も記 され

てい るように，教会が組織 されて以来使徒 た

ちのた どって来た道，あ るいは過去５７年間全

能 な る神の霊感 によって使徒た ちが歩んで来

た道か らそれ るような挙手を した りまた影 響

を与 える前 に，教会を組織 し；５７年の間同 じ

経路を通 して導 きを与えて こられた神か らの

啓示を必要 とする。」

ジ ョセ ブ ・フィールデ ィング ・ス ミスが教

会の大管長 に．召 された ことには大きな意義 が
．含 まれてい る

。彼⑱祖 父にあたるハ イラム ・

ス ミスに関 して，主は予 言者 ジョセ ブ ・ス ミ

スに次のよ うな啓 示を与え られた。

「またジわれ誠 に汝 らに告 ぐ，……わが僕

ハ イラム彼 の父 によ り，祝福 によ り．また当然

の権利 によ り任命せ られ し祝福師た る神権者

の職 に就 かん……。か くして ，今後彼 はわが

民 ことご とくの頭上 に授 くる祝福師の祝福 に

つ ける鍵 を保 ち，何人 にて も彼 の祝福す る者

は祝福せ られ，彼の咀 う者 は咀 われ，か くて

何 にて も彼 のこの世 に於て結ぶ ところは天 に

於て も結 ばれ，彼の この世 に於て解 くところ

は天 に於て も解か るる賦 り。」 （教義 と聖約

１２４：９１帽９３，

ひ イラムには，．この職 に加 えて彼 の後 １こ続

く教会の どの祝 福師 にも与え られなか った今

一つの祝福が与え られた。

「され ば今後 われ彼 を任命 して ，わが僕 ジ

ョセ ブと同様 にわが教 会の予言者 ，聖見者 ，

啓示 を受 くる者 となす。 こは彼が またわが僕

ジョセ ブと一致 して働 くた めに して ，か くて

わが僕 ジョセ ブの助言 を受 け， また ジ ョセブ

は彼 に諸 々の鍵 を示 さん６ ごφ鍵 に．よりで彼

は願 わばすな．わち受けて，．嘗てわが僕な りし

オ・リ．ヴ ァ ・カウ ドリに与 え られた ると同 じ祝

福 と栄 と誉 と神権 と神権の賜 とを その頭 に受
「けん

。 こはわが僕ハ イ ラムのわが これよ り彼

に示す ところを証す るため にして１か くして

その名 は子孫代 々永遠 に覚 えられて誉 とな ら

ん 。」．（教義．と聖約 １２４：９４～９６）

彼の息子 ジ ョセブ ・Ｆ 。ス ミスは，１９０１年

か ら１９１８年まで教会の第 ６代大管長 として務

めてい る。そ して ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大管

長 は，子供の頃 ミズー リや イ リノイで苦 しい

時期を送 った。父ハ イラム ・ス ミスが叔父 の

予言者 ジ ョセ ブ ・．ス ミス と共 に力一セー ジで

暴徒たちに殺 された時，彼 はわず か ９才 の少

年 なが ら，手車 を引いて ミズー リ川 か ら平原

を横切 り，１８４８年 ソル トレー ク盆地 にた ど．り

つ いた。 １８５２年母 を亡 くした彼 は， ２年後若

午 １５才 に して ハ ワイ諸 島へ の伝道 に旅立 っで

いる。

これが ， ジョセブ ・フィールデ ィング ・ス

ミス大管長 を生 み出 したハイ ラム ・ス ミスの

家系で ある。私 は，．天 む今 日の ことを喜んで

お られ る と確信 して いる。 そ して彼 の先祖た

ちが ， この高齢 にもか かわ らず主か ら大い な

る責任 を賜 わった子孫 の側 にきっと来て いる

ことだろ うと思 う。彼 らが この場 に同席 して

いた と して も，私 には少 しも不思議 に思 えな

．いので ある
。

私 は以上述べた ような啓示を引用 して，ハ

イ ラム ・ス ミスに続 く人 々が， 自分達 にも脈

々と流れてい るこの神権時代の予言者の高貴

な血統を守 るよう，心をつ くして努力す るよ

うに申しあげて きた。

きょうの出来事を通 して，私は今までの人

生をふ りかえ り非常に厳粛な思いにか られて

い る。新 しい大管長会が選ばれ聖任 された神

殿の上の部屋で聖 な る使 徒職 を持つ１３人の同

僚 と共に した霊的な経 験以来 ， ここ ２カ月ほ

どの間に私は今までの生涯をふ りかえ り．，未

来の こどを老 えて きた。．．

その間，私 はず っと自分の限界を思い知 ら

され， そ してかつてない ほどに，天父な る全

能の神 によ り頼んでい る自分を知 ったのであ

る。 それ は力 と知恵，ま津物 事を見通す霊的

な 目を 自分の限界以上に今必要 と．してい るか

らで ある。大管長を初め として十二使徒 定員

会か ら選ばれ，今 しがた多 くの神 権者 た ちと．

タバナ〃 ルに集ま った教 会員たち，あるいは

見えなし）所で この聖 会に参加 している信仰深

い人 々すべてか ら支持 された この職 も，神 の

助けがあ って初めて私 にで きるので ある。

私 は今， この神権時代 の歴代 の偉大 な指導

者を思 い起 こして ， 自分がふ さわ しくない者

である とい う感 に身 がふるえる思 いを してい

る。 この ことを老え た時に，長 い こと考 え祈

った結 果 私 のよ うな者 ば過去 の偉人 に取 っ

て変 わる ことはで きないとはっき り知 ったの

である。 これ らの責任 に召 された私た ちは，

時の経過 によ って もた らされた空席 を埋 める

にす ぎないので ある。過去 の偉大 な指導者た

ちは今 もなお永遠 ㊥世 にあって その地位 にあ

り，その偉大 な恩恵 壷受 けた多 くの人 々の心

に生 きているに違 いない。

現在私た ちが よ く知 って いる旧約聖書の予

言者た ちが書 いた聖典 を含む真 ち ゅう版 を取

り返す ようにと，父 リーハ イか らむずか しい

責任 を与 え られた時の古代の予言者ニー ファ

イの心境が私 には ほん とうによ くわか るので

ある。

ニー フ ァイはこの時の経験を次のよ うに記

してい る。

「私 ニー フ ァイはただ二人都の中へ忍び こ ド

んで レーバ ンの家の方へ進んで行 った。私は

何をせねばな らぬのか，前以 ってそれを知 ら

ずにただひ とす じに ｒみたま』に導 かれて行

った 。」 （１ニー ファイ４ ：５～ ６）

よ くわか るだけではな く，現在 非常に痛感

してい る次第であ る。 鋤

私の しなければな らない ことは，曹ニー フ ．

アイがそ うであ ったよ うに，多 く の こ と を

「前 以らてそれ らを知 らずにただひとす じに

「みたま』に導 かれ て」行 な うことで あると

思 う。私 は忠実 な聖徒 である皆様方 に身 も心

も霊 も尽 し，．全身全霊 で務 めたいと思 ってい

る。 しか し，自分 の全 時間を費 して あなた方

のために務 めたと して も， それ はベ ンジ ャミ 「

ン王 が言 ったように， 「これ を自慢 したい と

思 っ’て言 ったので はない。私が務めたの はた

』蓬 。二
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だ神のために務 めただけで ある。』 と いうこ

とを心に とどめていたい。（モ高サヤ ２ 二１６）

私 も神 の聖徒 たちで ある兄弟姉妹 に仕 える

時 に， 「ただ私 たちの神 のために務 め」るよ

う一心に祈 りたい。

かつてそ うであ ったよ うに，現在 も聖霊 が

私の心 に証 して くれ るままに皆様の前に私 の

証 を述べたい と思 う。世の救い主，造 り主 で

ある主の噴い により，すべての人類が救 われ

るとい う真の救 いの計画は， この末 日にお け

る真 のイエス ・キ リス トの教会 に託 されてい

ると。主 イエス ・キ リス トは生 きた まい， き

ようここにおいて大管良で あ り予言者，聖見

者に して啓示 を受 くる者 と して支持 を受 けた

人を通 して，聖 なる御座 か ら地上 における神

の王国を治めたも うことを証す る も の で あ

る。

昏

Ｐ、

”
、ｉ ．従順の恵み

第二副管長

Ｎ． エ ル ド ン ・タ ナ ー

ト

＿ の麗 しい安息 臼の朝 ， ここに集 った皆
」■様 と

，放送 を通 して今 聞いている方 々

に大管長会 と教会幹部 を代表 して御挨拶で き

ることは，私 に とって特権 であ り大 きな喜 び

とす るところである。、

先週，私た ちは主な る救 い主の復活を祝 っ

た。それは，主を受け入れて戒めを守ろ うと

す る人 々にとって，希望 と約束を もた らす も

のであ る。主は言われた。

「わた しが きたのは，羊 に命を得 させ ，豊

か に得 させ るた めで ある。」 （ヨハ ネ１０：１０）

「わた しはよみが えりで あり，命であ る。

わた しを信 じる者は，た とい死ん で も 生 き

る。．また ，生 きていて，わた しを信 じる者は

いつ まで も死 なない。」 （ヨハ ネ１１：２５～２６）

そ して主 はさ らに，次の ような確かな御言

葉 を与 え られて いる。

「これわが業 に して わが栄光，すなわ ち人

に不死 不滅 と永遠 の生命 とをもた らすな り。」

（モーセ １ ：３９）

主は私 たちのために命 を捧 げ られ ，また主

の戒めを守る者 に約束 された祝福 にあずかれ

るよ う，一つの御計画 を与 えて下 さった。

この末 日において，主は次のよ うに説明 し

てお られ る。

「そもそ も創世の以前よ り天に於 て定 め ら

れた る一つの変 らざる律法あ りて，あ らゆる

祝福 は これ に基 くな り。すなわ ち，われ ら何

にて も神 よ り祝福を受 くる時は， この祝福の

基 く律法 に従 うによ りて然 るな り。」 （教義 と

２６０

聖約１３０：２０～２１）

現在の社会情勢 は私た ちにとって最大の関

心事で あ り，すべての人 々は個人の生活や地

域社会 ，あるいは世界中の 国々に影響を与え

ている多 くの問題 に対ず る解答 を 求 め て い

る。

今 日の世 の中が 次第 に放縦で反抗的な情勢

にな ってきた ことを認 めなが らも，．私た ちは

それを 日常の会話 やマス コ ミで取 り上 げて，

充分に話 し合 うことにあきあき している。 し

か し，私 た ちは もっと積極 的な態度 をも って

福音を実践 し教える ことに努力 を傾けなけれ

ばな ら尽 い。 こうす ることによ り悪 の原 因が

取 り除かれ，世の中が改 め られてい くのであ

る。世に反抗 してい る人 々 も含 めてす べて 自

分に正直な人 々は，究極 の 目的が幸せ であ り

よりよい人生であ ることを認めなければな ら

ない。

これ を心 に留めて，私 は 「従 順の恵 み」 と

いうテー マで話を進めて行 きたい と思 う。話

をす る上で，主のみたまが ここにあ り，私 た

ちを導 いて くれ るよう祈 りたい。では，サ ウ

ルに言 った 音ムエルの言葉 を思い出 してみよ

う。 「従 うことは犠牲 にまさ り，聞 くことは

雄 羊の脂肪 たまさる。」 （サムエル上１５：２２）

また次の ことも思 い出 して いた だきた い。

「キ リス ．トの瞭罪 によ り，すべて の人類 は，

福音 のおきて と儀式 とを守 る ことによ りて救

われ得る」 （信仰 箇条第 ３条）
～

つい先 日の こと，私は １人の若 者 と 話 し

た。妓は，「「．ああ しろ， こうしろ』 と言 われ

ることにあ きあき してるんです。 自分 の した

い ことは 自分で決め られ る自由が欲 しいです．

ね」 と．言 っていた。

それ に対 して私 はこう答えたのだ った。

「人 の権利や 自由を制限 した り強制 しない限

り，あなたは何 を しよ うと自由です よ。で も

あなたは自分の行為 に対 して責任が あ り， そ

の結果 を受 け入れ る心構 えを しな けれ ばな り

ませ んね 。」

私 は，主 が人 に与 えたもうた最大の賜 は次

の ３つに分 け られる ことを説明 した。第 １に

不死 不滅 と永遠 の生命 を受 ける権利，第 ２に

それを得 るための計画 ，そ して第 ３に自分の

行動 を決 める自由意志。主 は私た ちに，．この

世 にあ って最大 の喜 びと幸福 をもた らす計画

を与 え られ， これ によ り私た ちは永遠の生命

を得 る備 えをす るので ある。 この永運 の生命

を得 るためになす べき ことは，律法 に従 い，

主 の戒めを守る ことで ある。

私 はその青年 に，あ らゆる情 況においてす

べてにあてはま り，決 して変 わる ことのない

物理的あ るいは 自然の法 則につ いて考 えて み

よ うと提 案 した。わ ざとに して も偶然 に して

も， もし人が熱いス トー ブあ るいは高圧線 に

触れた と した ら，皮膚は焼 けただれて しま う。

また人を救 うためであ って も，猛ス ピー ドで

走 っている車の前 に飛び出 した とした らけが

をするか恐 らく死 ぬだろう。だれで あって も，

またどんな意図があろ うとも私 たちが この よ

ｄ



し
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うな法則 の支配 を受 けて いる例 は数限 りな く

ある。私 たちには自然 の法 則を変 える ことは

できないので昂る。

自然 の法 則を理解 して尊重す る時，私 たち

はそれを良 い ことに使 うことができる。 もし

無視すれば災を被 り，従 えば祝福 を受け るの

であ る。太 陽は毎朝 ある一定 の時問に昇 り，

．実体はまだ知 られていないなが らも電気 は同

じ条件の もとに同 じ反応 を示す。そ してまた

１年 のある 日に 日食は起 こ．る。 自然の法 則は

決 して変わ ることがないか らで あ る。 これ ら

自然の法則の恩恵が私た ちに知 らされてい る

ことはすば らしい ことだ と母 う。

い ろいろな分野に おけ る技術者，医者，科

学者が，．自然の法則を無視 してい るところを

想像 していただ きたい。人 は，何かをす る上

で影響 のある自然の法則 をないが しろ にす る

ことはで きぢい し，そう した とした ら成功は、

無で ある。、事実 そ こか ら生 じるもの は悲惨な

結果で ある。

す べて神 の律法 ，自然 の法則 ，国の律法 は

人 のため，す なわち慰 めや喜 び，安全，福祉

のたあに造 られてい る。 そ して この律法 や法

則を学 んで ，それ に従 いあるいは戒 めを守 る

ことによ って恵 みを受 けるかど うか決 めるの

は個人 の問題 であるご私 が今 日お話 しす る目

的は，律法 や法則 が私 たちのためにあ り，幸

福を得 るためには私 たちの行動 に伴 う律法 や

規則に従わなければない ことを示 す ことにあ

る。すなわ ち， これ らの律法や法則は，私 た

ちの行動によ って喜びや幸福に もな るし，悲

しみや害 ともな るのであ る。

月 に着陸 したあの アポロ１１号の飛行 を成功

させ るたあ にはチ詳細にわた ってあ らゆる 自

然の法則 に従 う必要があ った。 この準備にあ

た った人 はヂ肉体的，科学的，その他飛行に

関係 あるすべての法則を理解 して，応用 しな

けれ ばな らなか った。 これ らの法則を制限や

障害 と考 えるので はな く，む しろプ ログラム

を遂行す る手段 と して考 えたのであ る。そ し

て彼 らは，成功の もととなる法則をすべて学

び，従 うことによって使命 を果た そうとした 。

これは人生 に．おいて も真理で ある。音楽家

や琴ポー ツマ ンになる ごと，あるい は学位を

取 った り価値 ある ごとを達成す るには， まず

私 たちは 目標 を定 め， したい ことや な しとげ

たい ことを決 めなければな らない。次 に成功

につなが る法則をみきわめ，達成す るために

自身を律 す ることであ る。 このよ うにす るな

ら，私 たちは成功への道 を進んで いる ことに

なる。一方絶 えず律法や法則 に逆 らい，要求

され る ことに不平 をい う人 は，．欲求不満 を起

こして反抗 的にな り，つ いには目的 を達成で

きないので ある。

律法 や法 則を破 らない として も． 適用す る

時 に尊重 していなけれ ば．自分 を破滅 に導 いて

いる ことになると言われて いる。すべ℃ にお

いて律法 や法 則は適用 きれ，私 たちの行動 に

よ って結果 が決 まる。私 たちには自分 を律す

る準備 を しなか った り， さらに高い望 みを達

成 す るのに必要 な ことを しない時 が よ く あ

る。

すべての人が，律法 や法則 を人 に益 する も

の と老 え敬 い従 うな らば，それは健康 や幸福

福 祉を得 るうえで大きな役 割を果 たす もの と

な る。律 法や規 則のない町，社 会国家を想像

していただ きたい。私 た ちが律 法に従がわな

か った り侮 ると，それにつれて私た ちの 自由

は失われ，同時．に人の 自由を も奪 って，世 は

無秩序 と化すのであ る。 もし現行の律法が悪

い ものであ るな ら，人 々は政府団体 を通 した

正 しい合法的な手段を取 らなければな らない

が，律法 として存在す る間は従わなければな

らない。

人生に おいて，私た ちは 自分の希望す る生

活 あるい は環境 を決定 しな ければな らない。

世の中 には，現在 もな おジ ャングル に住む人

食 い人種が存在 し，そこで は動物的な本能が

人 間の規則 として横行 し，ジ ャングルの律法

が適用 されている。私た ちが そのような人生

を望 むので あれば，それ も可能で ある。 しか

しなが ら，私 たちが存在す る目的の ユつ は，

これ らの動 物的本能 を超 越 して，社会的 に高

度 な水準 の人間に到達 する ことで ある。

これを達 成するために，父で あ り創造主で

あ る神 と御子イエス ・キ リス トは，私 たちの

幸福 と成 功を望 んで，律法 を与え られた５人

生 において これを適用 するな らば，社 会ある

いは人間関係は改 善 されるのである。 すべ て

の人が律法に従 うな らば，今 日世にはび とっ

てい るよ うな不安な状態はな くな り，青年 た

ち も主義 とはかけはなれた現 在の社 会に対 し

て抗議す る必要 も理由 もないわけである。

ここで，モーセの時代同様今 日に もあては

．ま り
，後 にキ リス トに よって教え られた十戒

について少 し考 えてみたい。すべての人 々が

「あなた は盗んではな らない。殺 した り，隣

人 のものをむ さぼって はな らない。 また姦淫

した り，隣人 について偽証 してはな らない」

という戒 めに従 うな ら， 自分の ものではない

家や財産 に執着を持つ こともな く，だれか に

盗 まれ るとか， だれか に殺 されそ うだ とい う

不安 もな く，いついかな る時 も， どんな所 に

も安心 してい られ るのであ る。

欲や 陰口，姦淫な どのな い世の中 に住む喜

び を心 に描いて いただ きたい。そ こではだれ

もが律法 に従 った生活を してい る。平和で幸

福 な生活 に加 えて，互い に力づ け，助 け合 う

ことがで きる。 お金 について も，．律法を実施

した り犯罪をな くした りす るため にだ け貯 め

れ ばよい。すべて それ らは貧困を救 い，保健

衛生や教育施設 を改善 した り，その他有益 な

目的のた めに使 うこともで きるので ある。 こ

れ らの戒 めを守 ることによ り，私た ちが ζの

世で受 ける恵み には限 りが ないので ある。

人生 において非常 に重要 ないま一つの戒 め

は知恵 の言葉 と呼 ばれてい る主 の健康 の律法

で ある。そ して この律法 は，すべて の家庭 にお

いて模 範 と教訓 をも って教 え られるべ きもの

である。知恵 の言葉 は， タバ コや アル コール

飲 料，その他身 体に害 になる ものを とらない

よ うに と戒めている。 この中には幻 覚剤 の使

用 も含 まれてい ると思 う。

この律法は ｉｏＯ年 も前に主か ら与え られた

も．のではあ るが，科学者や経験によ り，以上述

べた ものが身体に とって害 になるばか りでな

く，社会を も脅す ものであ ると証明 され るま

で一般 には無視 されていた。今で も多 くの人

々はこの律法を無視 し，危機を招 く準備を し

て いるので ある。 これ らを使用 した結果は，

家庭の崩壊や病気 ζな って表われ，肉体ばか ・

りでな く精神を もだめ にし，のたれ死 とい う

ような悲惨な出来事が数限 りな く生 じる。 こ

れ らはすべて，立法行政関係者を初 めとして

社会全体が深刻 に憂 えてい る問題で ある。

先 日．の夜新聞 を読んでいて ，車 による事故

で命を失 なう率が１９６９年の倍であ るとい う謬

事 を読ん だ。 その う．ちの２６％は酔払 い運転が

原因で あった。

「肥満 ノイローゼ」 にかか るよりも， タバ

コをす った方が いいと言 って いた有名な テ レ

ビ俳優 が，肺 ガ ンの ために４５才で死んだ。彼

はガ ンだと知 った時 に初 めて タバ コ を や め

た。

ある ホテルでは タバ コの不始末 が原 因で １４

名の命が失われた。 また同 じ原 因で建物 が燃

え， １万 ドル相当の損害を被 った話 もある。

２６１
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現在 マ リフ ァナの害 は深刻化 し，若者た ち

は幻覚剤 によって正常 な意識を失 って いる。

今 日の社 会で 多 くの悲劇の原因 とな って い

る これ ら有害 な物質を制 限 した り， あるい は

根絶 するのは，私 たち自身 ，若人 そ して 国家

の未来 にかかって いると思われ る。

．一主 が
，次のよ うな戒 めを守 る者 に与 えられ

た，偉大 な栄光 あふれ る約束 に耳を傾 けてみ．

よ う。

「およそ これ らの言葉を憶 えて守 り且つ行
烈

い，この誠命 に従 らて歩むすべての聖徒 らは
い ヘ ノ

そのへ そに健康を受 けその骨 に髄を受 けん。

また智恵 と知識 の大いな る宝 まこ．とに秘れた

る宝 を見 出さん。而 して走れ ども疲れず，．歩

けども気 を失 うことなか らん。主な るわれ彼

らに一つ の約束 を与 う。すなわ ち， さつ り く

の天使 はイス ラエルの小児た ちが如 く，彼 ら

を過 ぎ越 して屠 ることなか るべ し。」 （教義 ζ

聖約 ８９：１８～２１）

これ以上 の祝福が あるだろ うか。

も う一つ非常 に大切な戒 めを 引用 させて いた

だきたい。

．「安息 日を覚 えて， これを聖 とせ よ。六 日

の あいだ働 いて あなたのすべての わ ざ を せ

よ。七 日目はあなたの神，主の安息で あるか

ら，なんの わざを もして はな らない 。」 （出 エ

ジプ ト２０：．８～１０）

さらに主 は言 われた。

「汝な おさ ら充分 に世の汚れ に染 まざる様

祈 りの家 に行 きてわが聖 日．に汝の聖式を捧 ぐ

べ し。」 （教義 と聖約５９：９）

反対意見 は多 くあるかも しれないが， これ

は神 の律法で あり，宗教的であ るが故 に道 徳

的 な律法で ある。すべての律法がそ うであ る

よ うに， もし従 えば他で は受 けられない祝福

を もた らし，従わない時 には心が とがめ られ

る。

安息 日．を聖 とす ることによ り，礼拝 と勉強

を通 して福音の教 えを学び理解す ることがで

きる。 また永遠の運命 において大切な御方で

ある神を知 ることもで きるので ある。

主 はこう言 って おられ る。

Ｆ永遠の命 とは，唯丁の，ま ことの神でい

ます あなた と， また， あなたがつかわ された

イエス ・キ リス トとを知 ることであ ります 。」

（ヨハネ１７：３）

確か に ７日に １度は造 り主 に思いをはせ，

霊的 なもの を養い，神への従順を学ぶて とが

で きる し， そうしな けれ ばな らない と思 う。

２６２ ．

また子供たちに敬 慶な思い と従順 と壷教 える

必要 もあ る。人生で学ぶ最大の教訓 は， 「人

はパ ンだ けで生 きるものではな く，神の口か

ら出 る一つ一つ②言で生 きるものである」 と

い うことであ る。 （マ タイ ４ ：４）

ある人が賢明 にもこう言 ってい る。 「神の

律法を，人の思 うままにで きる単な る便 利な

力 とみな してい る者に災あれ。己れの當 と装

備の力， そして地位め安泰を過信す る個 人や

階級，国家に災あれ 。」 神の律 法を 無視 して

は， どんな文明 も続 かず， どんな国家や国連

も存続 しえないのであ る。主の戒 めは こうで

あ る。「まず神の国 と神の義 とを求めな さい 。

そ うすれば， これ らの ものは，すべ て添 えて

与え られ るであろ う。」 （マ タイ ６ ＝３３） これ

は，私 た ちのためにな るすべての ことを意味

してい る。

物質的な欲望や楽 しみを満たそ うと望 んで

い る限 り，私た ちは安息 日を 聖 とす ることも

祝福を享受す ることもで きない。実に こう言

われてい るので ある。 「物質的な ものには沈

んだ霊を奮起 させ る力はない。 この世の富で

は うちひしがれた心をいやす こともな く，全

世界の知恵を集めて も気ままな心を善に向か

わせ ることはで きない 。」

祈 りの家に行 って安息 日を聖 とす ることは

非常に大切ではあるが，霊 的な ことを教 え る

場は教 会だけにまか されて い るのではない。

両親には，家庭で神 の律法 を教 える とい う第

一に して非常に重要 な責任 がある。主 も こう

言 ってお られる。

「また， シオ ンまたは組織せ られ たる シオ

ンのステーキ部 内にて子供 を有す る両親 あ ら

ば，その子供 八才 の時，悔改 め，生 ける神 の

子 キ リス トの信 仰，バプテスマと按手 による

聖 霊の賜などの教義 を教 えて理解せ しめざれ

ば，罪その両親 の頭 に留るべ し。」

「また両親 はその子供 たちに祈 る ことと，

主 の前 に正 し く歩む こととを教 えざるべ か ら

ず 。」 （教義 と聖 約６８：２５，．２８）

これは，主 を愛．し，．敬 い，従 うとい う戒 め

を守る ことであ る。

子供 たちに，戒めを守 り神 の前 に正 しく歩

むよ うに教え るのであれば，両親 である私 た

ちはそ の生ぎた模範 にな らなけれ ば い け な

い。どんな律 法 も破 れば とがめは免 れず，そ

んな状態 では子 供たちに， 自分 たち両親 ある

いは律 法を敬 い従 うよ うに期 待す る ことも無

理 である。また，子 供たちの心になぜ戒 めを

．幽 メ 鯉．
〆 『

、．’ト

守 らなければな らなしやか という大切な疑問を

起 こさせないで，主 の教 えや戒 あを問題 とす

ることもで きないのである。私 たちは偽 善者

であ ってはな らない。ある事 に対 して信念 を

述 べてお き．なが ら， 自分 は違 った生 き方 を し

た り，子供 に次のよ うな戒 めを守 って欲 しい

と思 うのは虫が良 す ぎる と言 えよ う。 ．「あな

たの父 と母 を敬 え。 これは，あなたの神 ，主

が賜 わ る地 で，あなたが長 く生 きるた めで あ

る。」（出エ ジプ ト２０．；ユ２）

従 順を教 え られ，律法 を敬 い従 い，また神

へ の信 仰を持 ち戒 めを守 るよ うに教 え られて

いる子 供は，成長す るに従 って 自分の両親を

敬 い，．両親 の誇 りとなるので ある。 そ して問

題 に出合 って も賢 明に解決 し，人生の大 いな

る成 功 と喜 びを見 い出 して ，世 の憂 いの原因

とな っている多 くの問題 を解決す る上で大 き

な働 きをなす ことで あろ う。子供 たちが ，従 、

順を通 して未来の指導者 として の備 えを して

い る か ど う か心 を配 るのは両親 の責任で あ

る。そ こ．か ら生まれ る子 供の責任感 は，世 に

平安 と正義を もた らすのであろ う。

主の御心は次の言葉に要約 されてい ると思

う。

「『心をつ くし，精神をつ くし，思いをつ く

して，主な るあなたの神 を愛せ よ』。 これが

いちばん大切な，第 一のいま しめである。第

二も これ と同様で ある，． ｒ自分 を愛す るよ う

にあなたの隣 り人 を愛せ よ』。 これ らの二つ

のいま しめに，律法全体 と予言者 とが ，かか

って いる。」（マ タイ２２ｉ３７～４０）

確 かに，主 を愛す るな らば私た ちは主 の戒

めを守 り，同胞 を愛す るな らば， この地上 は

理想 的な状 態 となる ことがで きよ う。

主 はさ らに こう約束 されてい る。

「正 しき業 を行 う者 はよき報 いを得 ，すな

わち この世 に在 りて は平和 を得 ，次の世 に在

りて は永遠 の生命 を得ん 。」（教義 と聖約５９：

２３） ． ． ・

き ょう私 は皆様 に，神 を父 と して ，また御

子 イエス ・キ リス トを世 の救 い主 として受 け

入 れ，その戒 めを守 るな らば，私た ちは この

世 だけでな く次の世 において も大 いな る喜 び

を得 る ことを証す るもので ある。 この こζが

すべて の人 に とって祝福 となるよ う， イエス

・、キ リス トの御名 によって謙遜 に祈 り奉 る。
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予言者 に

ようの大会の模様 を目にして，深い感

き
銘 を覚 えると同時 に，何か恐 ろ しい よ

うな気が して いる。 こ こで私 は，十二使徒定

員会 の一員 とな られた ボイ ド・Ｋ ・パ ッカー

長老 に，心 よ り歓迎の意 を表 したい と思 う。

彼が この大 いなる召 しを受ける前，す なわ ち

十 二使徒補 助の時よ り，私 たちは彼 の成長 を

目のあた りに してきた。‘ここにおいて ，彼 は

真 の兄弟愛 の極 みを見 出すで あろうと私 は確

信 して いる。
グ

また，長年の間私た ちの力で あった ジョセ

ブ ・ア ンダー ソン長老 ，そ して絶 えず献身的

に力強 い働 きをなさって お られるデ ビ ド・Ｂ・

ハイ ト長老 ，ウ ィリアム ・Ｈ ・ベネ ッ ト長老

を教 会幹部 として歓迎 した く思 う。

今年は世にあ って注 目に値 する年で ある。

時は １月，歴史はその大切な時にさ しかか っ

た。新 しい ペー ジが開かれ，新 しい時代を迎

え るのであ る。

１９７０年 １月１８日， 日曜 日朝 ，一人 の偉人 の

胸の鼓動が止み，年老いた体は深い眠 りに入

った。 さなが ら地震が地 を揺 がすよ うに， こ

の知 らせはあまね く全地 に行 きわた り，無 数

の人 々は現世の生涯を終えた この神 よ りの偉

人 に讃辞壷呈す ると同時に，一抹の悲 しみを

味わ ったのであ る。

何 日もの問，今は亡 き指導 者の顔 を今一た

び見 ようと，雨の 日で さえ も彼を慕 う人々の

列が続いた。

タバ ナクルには彼を愛す る人 々が集ま り，

彼を称え る言葉が聞かれた。

予言者デ ビ ド・０ ・マ ッケ イの この世の体

は，厳かな雰囲気の もとに安置 されてい る。

私た ちは悲 しみ にうちひしがれ，心を痛め

よ うとも， この霊感あふれた予言者が ジ ョセ

ブや ブ リガム， ウィル フォー ドの名予言者た

ちの群れ に入 った とい う喜ば しい 気 持 が あ

必要 な こ と

十二使徒評議員会会長代理

スペ ンサー Ｗ ． キ ンボー ル

る。

うつ ろな心の私たち には，彼がいな くて も

や ってい けるとは思えなか った。 しか し，一

つの星が地平線のかなたに沈む時，新 しい星

が表われ る。死は生命を生むのであ る。

主の御業はやむ ことがない。た とえ力強い

指導者が死んで も，王国に永続性を もたせ ら

れた神の恵みによ り，教会はその指 導力を一

瞬 も失 うことはないのであ る。

この時満 ちた る神権時代にな ってか らすで

に ８度 も経験 して きた ように，人々は敬皮な

気持で墓 を閉 じ，涙をふいて未来に 目を向け

た。

教会の大管長が死ぬ と，充分に経験 と訓練

を積んだ人 々が一つの グループにな って教会

を指導す る。以前か らその よう・に任命 されて

お り， この人 々に権能が与え られて鍵が委譲

されて きた。 ５日の間，王 国はすで に権能 を

もつ この十二使徒評議員会の もとに進め られ

た。地位 を争 うことも，そのための選挙運動

や演説 もない， まさ しく神 の御計画であ る。

主 は賢 明にも人 の心 をよ く御存知で ，人間 の

弱 さを超越 した完全 な組織 を造 られ た。

（１９７０年 １月２３日）記念すべ きその日が訪

れて ，１４人 の人 々は敬度 な面持で神殿 に向か

った。末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 を管理

す る十二使徒定員会 の会員 たちで あ り， その

中には この厳粛 な経験 をすで に何度 か して い

る人 たち もいた。

午前 もだいぶまわ った頃，彼 らが聖 なる宮

居か ら出て来 た時，世 にあ って最 も大切 な こ

とが起 こった。短期 間なが ら大管長 のいない

時は終 りを告げ，王 国は十二使徒定員会 か ら

新 しい大管長 の手に委ね られたので ある。地

上 におけ る主 の代理人 である新 しい指導者 は

この崇 高な召 しに向か って６０年 もの間地道 な

働 きをな して来た人 であ った。今 や教会は彼

の管理 のもとにある。

しか し，彼が 高い職 を受 けたの はその名前

ゆえではな く，幼 ない時に当時 の予言者 を通

して，使徒すなわち十二使徒定員 会の会員 に

なるよ う主か ら召 されていたので ある。 さら

に，時が来て十二使徒 の頭 として また大管長

にな るべ く大切な鍵 が とっておかれたので あ

る。

神 殿で行なわれた意義深 い会議 において ，

十二使徒たちによ り教 会の大管長 に 「聖任 さ

れ任命」 されると，彼 は ２人 のす ば らしい副

管長を選んだ。教師 や事業 家，公務員 ，特 に

教 会の指 導者 として豊 富な経歴 をもつ ハ ロル

ド・Ｂ ・リー長老 と，Ｎ ・エル ドン ・タナー

長 老がその人 である。

３人 の大管長 会 と新 しく構成 された十二使

徒 評議 員会は，質素 に しかも謙遜 に第 １歩 を

踏み出 した。そ して 時代は，大 いなる進歩 と

比類ない発展を約束 された新 しい時期 に入 っ

たのである。

新 しい世の中に回復 された計画 を紹介 した

のは一人 の若 い少年 であ った。 ジョセ ブ ・ス

ミス （１８０５年１２月２３日一 １８４４年 ７月２７日） が

わずか２４歳の時に，教 会は組 織 された。

彼が３８歳で殉教 した時，当時４６歳 の第 ２代

大管長 ブ リガ ム ・ヤ ング 、（１８０１年 ６月 １日一

１８７７年 ８月２９日）は十二使徒会会長および教

会の大管長 （１８４７年１２月２７日） とな り，その

後３０年間 （７６歳まで）教会を管理 した。代々

の大管長は， それぞれ６２歳か ら８４歳の間に大

管長 になり，７９歳か ら９６歳で この世を去 って

いる。

ジョン ・テイ ラー （１８０８年１１月 １日一１８８７

年 ７月２５日） は７１歳で，大管長 にな り （１８８０

年１０月 １０日）７８歳で亡 くな った。彼の死 によ

り， ウ ィルフ ォー ド・ウ ッ ドラフ （１８０７年 ３

月 １日一１８９８年 ９月 ２日）が十二使徒会会長

（１８８７年 ７月２５日） とな り， ２年後 （１８８９年

４月 ７日）８２歳で大管長 に指示 され，９１歳源

亡 くな って い る。 そ の 後 ロ レ ンゾ ・ス ノー

（１８１４年 ４月 ３日一 １９０１年 １０月 １０日） が 十 二

使 徒 会 会長 に な り ，大 管 長 にな った の は （１８

９８年 ９月 １３日） ８４歳 の時 で あ った 。 ロ レ ンゾ

・ス ノー の務 めた 大 管 長 会 の期 間 は短 か く，

わず か ３年 で あ っ た。 （１９０１年 １０月 １０日まで ）

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大 管 長 （１８３８年 １１月

１３日一 １９１８年 １１月 １９日） は ７日の 間 （１９０１年

１０月 １０日か ら） 十 二 使 徒 会 会長 を務 め ，１９０１

年 １０月 １７日６２歳 で 大 管長 とな り，８０歳 で 生 涯

２６３



を閉 じた。

ヒーバー ・．Ｊ ・グラン ト大管長 （１８５６年１１

月２２日一 １９４５年 ５月１４口）が十二使徒 会会長

を務めたのは ユ．週 間そ こそ．こで （ユ９１８年１１月

２３日），６２歳で大管長 にな り，８８歳で この世

を去 っている。 ． ，

ジョー ジ ５アルバー ト・ス ミス大管長 （１８

７０年 ４月 ４日一 １９５１年 ４月 ４日）は ７日間十

二使徒会 会長 の職 にあ り，７５歳で大管長 （１９

夢年 ５月２１日） とな ってか ら，亡 くな る８１歳

まで務 めた。先週 の土曜 日は， 彼の生誕 １００

年 にあた った。

第 ９代大管長デ ビ ド・Ｏ ・マ ッケイ （１８７３

年 ９月 ８日一ユ９７０年 １月１８日）は，十二使徒

会会長を ５日間務め，７７歳の時 （．９５ユ年 ４月

９日）に大管長に支持 されて，９６歳で生 涯を

閉 じた。

１８７６年 ７月１９日生 まれの ジョセ ブ ・フィー

ルデ ィング ・ス ミス大管長は，１９７０年 １月１８

日十二使徒 会会長 とな り，１９７０年 １月２３日９３

歳で 大管長 とな った。

ジョン ・テイ ラーか らデ ビ ド・０ ・マ ッケ

イに到 る歴代 の大管長 は，大体６２歳か らβ４歳

の間で大管長 とな り，７９歳か ら９６歳で生涯を

終 えて いる。

これ らの ８人の大管長た ちが，平均 年齢７３

歳で その職を受 け，８５歳の死で職をはなれて

い ることは興味深い ところである。彼 らは平

均 して約１２年間大管長の職 を務め，その結果

大管長の平均寿命は約７９歳にな っている。

．．私 た ちは，大管長 とい うと老 齢の人 を思い

浮かべ る。 そ して，若者 は元気 よ く活発 に働

き，一方年長者は経 験の長 さと神 との交 わ り

の深 さゆえに，安定 と力強 さと深 い知識があ

ると期 待する ものである。

マ ッケイ大 管長 の晩年 には，好奇心 に富ん

だ人 々，その関係者， あるいはあまり事情を

よ く知 らない人 々の間で いろいろな思わ くが

取 りざたされ， レば らくの間話 の種 にな って

いた。

会員 たちには，デ ビ ド・０ ・マ ッケイ以外

の大管長を知 る由もない。 こうして，いろい

ろな思 わ くは当然混乱を招 くもの とな るので

ある。

人 々は年齢 を問題 にした。古代の族長たち

は皆かな りの年齢で，アダ ムも何代 もの子孫

を治めたほ どであ る。 アブラハム，イサ ク，

ヨセ ブ，そ してモーセは，それぞれ 工７５歳 ，

１８０歳，１１０歳，１２０歳で死 ぬまで人 々を治 め

た。彼 らはかな りの高齢に達 して も，長年 の 一

２６４．

、智調 ザ

経 験によ り深 い知恵 と安定感 を持 っていた。

人 々は先例 を話 し合 った。先例通 りで あれ

ば，初 めか ら明 らか にされて いる方法 によっ ．

て決 まるわけであ る。 ブ リガム ・ヤ ングは十

：二使徒会会長 として，すべての鍵 と権能を持

っていた。今 日において も， ス ミス大管長は

十二使徒会会長であ った。 これが主の方法で

あ り，指導者は神聖な主の御手に委 ね られて

い るのであ る。

最 初に大管長 の交替 が起 こった時，教 会は

回復 されてわずか１３年 しかた って い な か っ

た。何世紀 もの間，予言者 はおろか 「示現 」

さえも閉 ざされていた時代があ った。教会 ，

啓示 ，予言者 とい う最 も価値 ある祝福 の基 い

と思われていた一人の人 間の生命が ，銃弾 に

よ りカー セー ジにおいて断たれた時，人 々の

胸 は多 くの疑 問で 渦巻 いていた ことだろう。

使徒 たちは伝道か ら戻 ると今 はな き予言者の

遣 体を埋 め，将来 のことを考 え始めた。 そし

て，すべての鍵を握 る十二使徒会会長が モー

セの如 く立 ち上 って人 々を導いた時，すべて

の疑いは煙のよ うに消えたのであ る。

１８１４年 ９月 ２日号の タイムズ ・アン ド・シ

ー ズンズ紙の社説 には， この大管長 の後継 者

について次のよ うに書 かれてい る。

「いたる ところで ， 『ジョセ ブ ・ス ミスの

後継 者はだれか」 を論 じ合 う騒 ぎが あ った。

それに対 して我 々は，その時が来 るまで少

しの間待つ よ うに，そ．して その時 にはすべて

を告 げよ うと答 えるので ある。 ｒ大 きな車輪

はゆ っくりと回る』今や我 々は こ．う 言 え る

ので ある。先月の ８日ノー ヴー において教会

の特別大会が開かれ， そこで は何 らめ反対 も

な く， ｒ十二使徒』が教会をす球て管理す る・

旨決 まり，‘また大管長会の交替が必要な時 に

は適切な配慮が払われ ると。．そ して国外にい

る長老た ちは， 自分た ちの知 らない ことには

一切沈黙を守 り万 すべての人々に知恵ある模

範をたれ るのであ る。」 （タイムズ ・アン ド ・

シー ズンズ，第 ５巻， １８４４年 ９月 ２日英 文

Ｐ．６３２）

この波乱 に富んだ １４０年 間に，１０人 の大管

長が教会を管理 し，７８人 の使徒 たちが 十二使

徒定 員会を構成 してきた。

私 たちは身も心 も引き締 め，予言者 ジョセ

ブ ・フィールデ ィング ・ス ミスの導 きを受 け

た多 くの指導者 に従 い，強 い意志 をも って前

進す るので ある。

との予言者 は，人格 ，威厳，年齢，地位 の

すべて の点 か ら言 って尊敬 に価す る人物 であ

る。 また最愛の夫人が今朝 ほど 「手が清 く，

心の いさぎよい者， その魂がむな しい事 に望

みをか けない者，偽 つて誓わない者」． （詩篇

２４：４） と歌 われた その人で．あ る。．彼は造 り

主の息子であ り，神の清い子供である。その

高い召 しを主か ら任ぜ られだのであ る。 ６０年

もの聞王国の鍵を守 り，今 日への道 を築 いて

きた。 また一人 の予言者 として教 会よ り支持

されて きたのである』今や彼 は，教 会の頭で

あ り大切 な土 台である主 イエス ・キ リス トよ

り，その鍵 を全面的 に託 されてい る唯一の人

で あり，予言者 である。

主の予言者 は 「万能選手」 にな るよう求め

られては いない。青年のよ うに，あ るいは運

動家，資本家，農芸家であ る必要信ない。ま

た音楽家や詩入，芸人，銀行家，医者にな る

ように求め られて もいない。．ま してや大学の

学長，陸軍大将，科学 者であ る必要 もないの

であ る。

フランス語や 日本語 ， ドイッ語 やスペイ ン

語を話す必要はないが，神よ りの御言葉 を理

解 し，天 よ りの御声 を受け られる人 でなけれ
、

．ば ならな い。

雄弁家 である必要 もない。 なぜ な ら神御 自 ．

身が語 られるか らであ る。主 は弱き人 を強 き

に変 えて ，その御言葉 を与 え られ る の で あ

る。モーセの弱 々 しい声 を力強 く変 え られた

の も，若 きエノ クに人 々を震 え上 らせたの も

主で ある。 なぜ な らエ ノクもモー セ同様，神
．と共 に歩んだか らであ る

。

主は言われた。 「わが声 にて言わ るるも，

僕 らの声 にて言わ るるもみな一つな り。」（教．

義 と聖約 １ ：３８）

世の必要 としてい る予言者 とは，清 く，信

仰深い人であ り，汚れのない名前を持ち神に

ふ さわ しいふ るまいを し，愛 される夫，誠 実

な父親 としての模範を示す人であ る。

また予 言者は，祭司や牧師，長老 以上 の人

でなければな らない。彼の声 は，新 しいプ ロ

グラム，真理 ，解 答を示す神 の御声 となるの

である。彼 は人 々か ら完全無欠 を要求 される

のではな く，権能 を持 つ神 か らそ う認 め られ

なければな らないのである。 多 くの人 が任命

されもせ ず，権能 もないのに職 を受 け．たつ も

りにな っているが ，彼 はそ うで はない。．主 と

同 じよ うに，彼 は 「律法学者 たちの ようで は

な く，権威 ある者 のよ うに」語 らなけれ ばな

らないの である。 （マ．タイ ７ ：２９）

制 限を和 らげようとす る人 々の声 にも，勇

敢 に立 ち向か う必要が ある。‘自分 に与 えられ ．



た神聖な務 め，最高の栄えにふ さ わ し い 聖

任， そして人を召 して聖任 し，永運の錠鱒合

う鍵を渡す権能を持 ってい ることを確かに知

．ってい る人でなければな らない。

古代の予言者た ちが， 「天 に於て も地 に於

て も，福音を信ぜず教 えにそむ く者 たちに対

す る証詞を結び固むる権能 与え られ，また，

誠 に神の怒 り限 りな く悪 しき人 々の上 に注 が

るる日まで，……権能 を与え られ」たよ うに

彼 にもその権能 がなければな らない。 （教義

と聖約 １ ：８－９）ま海， 「何にて も地 に於 て

汝の結び固む るところは天に於て も結 び固め

られ，何 にて も地 に於て汝のわが名によ りわ

が言 によ りて結ぶ ところは天に於て永 遠に結

ぱ るべ し。 また，何者の罪にて も汝地 に於 て

赦す ところの罪は天に於て永 遠に赦 され，ま

た何者の罪 にて も汝地 に於て留むる ところの

罪は天 に於て留め られん， と主 は言 う」 と聖

句 にあるように，すば らしい権能 も与え られ

るのであ る。 （教義 と聖 約１３２：４６）

求め られてい ることは，パ ロのそれではな

くモーセであ り，ベル シャザル王で はな くエ

ライジャ，またポ ンテ ィオ ・ピラ トで はな く

パ ウロと同 じものである。学校 やビルを建て

る建築家である必要 はな く，今 も永世 にもわ

た る橋をかけて，造 り主 と人 との隔 りを縮 め

る役 目をす る。

予言者に従 った時，世の中には進歩 があ っ

た。反対 に無視 した時には，その結果 として

世 は荒れ，死や苦 しみがあ った。

毎 日毎秒，無数の番組が放 送 されていなが

ら，私た ちは日々の務め に追われて，．その放

送 を聞 くことが比較的 まれ になって いる。 し

か し，放 送局の方で は強力な電波 を出して い

て ，私 たちが波長 を合わせ さえすれ ばどんな

番組 をも聞 くことがで きるので ある。

何千年 もの間，導 きとその時 々に合 った警

告 とい う大切 なおとず れが天 よ．り絶 えず送 ら

れて お り， この強力 な放送局 の放送 には ある

不変 の法則が ある。歴史を通 じて，予言者た

ちは幾度 も波長 を合 わせ，人 々にその放送 を

中継す る役 目を して きた。天 よりのおとずれ

は決 して 止む ことがな い。

このよ うなお とず れは，衆 目の前 において

ダニエ：ルにも与 え られ た。波長を ピタ リと合

わせ た彼 は こう言 って いる。 「この幻を見た

者 は，われダニエルのみで あって， わた しと

共 にいた人 々は，この幻を見なか った 。」 （ダ

ニエル１０：７）

ダマス コに向か って一団 の人 々が旅を して

いた時 にも，天 よりのすば らしい出来事が起

こ りなが ら，．波長を合わせて その示現を受 け

た のは唯一人の人だ った。他の同行者 には声

だ けしか 聞こえなか った その出来事 は， タル

ソのサウ ロになすべ きごとを告げ，彼の人生

を変 えるもので あった。 そして これ は，多 く

の人の．人生 を変 える大事で ありなが ら，波長

を 合わせ たの は彼一人 だけで あった。

一説 によると， ロシヤの宇宙飛行士た ちは

宇宙 のはるかか なたを飛ん だが，神 も天使た

ちの姿 も見 なか った と報告 してい るそうで あ

る。

信仰 を持 たず神を認 めな い宇宙飛行士た ち

に対 して私 たちの言 えることは，彼 らがいか
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に遠 くいかに高 く飛べて も，神 と永遠の もの

か らは ほど遠い とい うことである。霊的な こ

とは狭い心で理解 され るものではないか らで

ある。

アブラハ ムは， メソポ タ ミヤの塔で，パ レ

スチナの山で，あ るいはエ ジプ トで神 と会 っ

た。 モーセ もまた，荒野の奥や紅 海で，そ し

て 「しばの中の炎の うちに」神を見てい る。

（出 エジプ ト３ ：２） ジ ョセ ブ ・ス ミスは と

いえば，ひんや りとした さわやカ～な森の中で

また クテラの丘で神に会 っている。ペテ ロが

神を見たのは，ガ リラヤの海であ り変貌の山

であ った。

願わ くば主なる神が この新 しく召 された予

言者 ジ ョセ ブ ・フィールデ ィング ・ス ミスを

支持 されん ことを。彼は今や 「自分の父の仕

事」をなそ うとし，主の 「命のパ ン」 と 「生

ける水」 とを続げて与えよ うとしてい る。そ

してまた 「イスラエルの明か りを とも し」，

まさに神の代弁者 となる人である。主が ヨシ

ュアに語 った如 く，私 たちの予言者に も語 り

か けられん ことを祈 る。

「きょうか らわた しはすべての イス ラエル

の前にあなたを尊い者 とす るであろ う。 こう

してわた しが モーセ と共にいたよ うに，あな

た とともにお ることを彼 らに知 らせるであろ

う。」 （ヨシュア ３ ：７）

主が， きょう賛成の挙手を した私 たち と，

その機会に浴 さなか うた しもべたちを も祝福

した もうよ うに。また私た ちは手を高 くあげ

声を そろえて次のよ うに言 ったイス ラエルの

子供た ちの如 くな りたい と願 う。

「あなたがわれわれに命 じられた ことをみ

な行い ます。あなたがつかわ され る所へ は，

どこへで も行 きます。われやれはすべての こ

とをモーセに聞 き従 ったよ うに，あなたに聞

き従い ます。ただ， どうぞ，あなたの神 ，主

がモー セと共 にお られたよ うに．，あなた と共

におられますよ うに 。」 （ヨシュア１：１６一 １７）

「イスラエルよ∫あなたの天幕 に向か６」

忠実な心を持 って しっか りと立たれよ。

イエス ・キ リス トの御名によ り，アー メン

日前，私 た ちは幾人かの若人 と話 した時，す ば らしいことを経験 した。 その時 にグループ討論ばか りでな く，個人的な話 をも行 な って過

数 こした。私 たちは若人 が質 問に対す る返答を望んで いるのを知 った。若人は指導を受けたいのであ る。また，彼 らは一人前 として認 め ら

れたいのである。私た ちは一人 の若 い女性が非常 に率直 に次の ように言 ったので感銘を受けた。 「なぜ毎 日同 じ気持 ちではい られな い の で す

か。 ある時には，私 は世 の中で最 もす ぐれた者の ような気が します。 しか し，私は希望を失ない，．ま った く取るに足 りない者で ある．と感 じる時

もあ ります 。」 覧
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兄弟姉妹の皆 さん。私 たちは，．正義 を守る勇気，祈 る勇気，忍耐す る勇気，幼子の ような信仰を もつ勇気な ど，かつてない精神 的勇気を必要 とす

る．時代に生 きているので ある。 ここで皆 さん と共 に，いつ も勇気 を持 ち続 ける必要が あるこれ らの大切な点について，簡単に考 察 したい と思 う。

忠実に正 義を守 り続 けるとい う点につ いて考 えるに，注意 の転換 ，惑わ し，迷 いに立 ち向か う勇気また心がけて よい業 に従事す る勇気な ど大

切な点 として挙げ られる。 ヨハ ネによる福音書 ８章３１，３２節 をみると，絶 えず 勇気 を持 ち続 ける人 々に，恵みが約束 されてい るの に気付 くのであ

る。 「もしわた しの言葉 の うちにとどまって おるな ら，あなたが たは， ほん と うにわた しの弟子なので ある。また真理を知 るであろ う。そ して

真理は，あなたがたに 自由を得 させるで あろ う。」義 の道 を歩 み続 けて いる若 い会員 あるいは年配教会員 と交わ ることは何 と喜ば しい こと で あ

ろ うかｄ近 隣の若人たち と同様 に，遠 くのステーキ部 や伝道部 に住 み，神殿結婚 の準備 を進んで行な って いる若人た ちを見 ることは感銘深い も

のである。また，伝 道や兵役 に進 んで従事 して いる大勢 の人 々を見 ると，励 みを覚 える。神 の導 きを謙遜 に求め るな らば，神は私た ちを神 の道

に留ま らせて く．だ さるのであ る。私たちの精 力を神の道に向けるな らば，本 当の喜びと幸福 の恵 みを受 けるで あろう。神の道 は正義の道で，正

義の道は幸福の道であ る。

私 たちは言葉 と行ないによ って偉大 な真理 を伝 えよ うとす る勇気 を必要 と して いる。 「わた しは福音を恥 としな い。 それは，……すべて信 じ

る者に， 救 いを得 させ る神 の力である。」． （ロマ １ ：１６） ジョセ ブ ・ス ミスは確 固と した信仰 をもち神 と交通で きるとい う勇気を もって祈 った

ので，森の中での彼の祈 りは答 え られたので ある。今 日，両親 と若人 はよ く意志 の疎通 を図 る手段が あり， その手段が使われてい る。賢明な指

導者は家族のつなが りを強 くす るよ う励 ま して きたので ，．父親 と母親 は子供た ちをしだ いによ く知 るようにな ってい る。必要な場合に，私 た ち

は若人にチ ャレンジして，必 らず家庭 の夕べ を計画 し，開 くよ う指導す るように求めた。 それ によって若人は，家族の人 々との意志の疎通のみ

でな く，天父 と交通す る方 法を も学ぶ ことができるので ある。多 くの若人が過去 にこれ を行な って きたので，今 日では両親は それによ って彼 ら

を愛す るよ うにな った』適 切に開かれ る家庭 の夕べ によ り，家族 の人 々のみで な く，神 のみた まとも交通す ることがで きるので ある。

教 会の統一社会奉仕計画 に関する働 きの申で ，両親 と若人が よ く知 り合 い， また再び一緒 に安全な道を歩むよ うにな ること以上に満 足を与え

るものはない。先 日私 は，あるユ７歳の少女が 次のよ うに語 るのを聞 いて どんな に心あたた まる思いが した ことで毒 ろうか。 「お父 さん と私 は も

ういつで も話 し合 うことができます。家庭 の夕べ のお蔭で私た ちは同 じ気持 ちに戻 り，今は非常に うま くい っています」。

子供に とって最 もすば らしい恵 みの一つは父母が愛 し合 う家庭で受 け られ る恵みであ る。夫 と妻の愛は暖か く．，誠実な ものでなければな らな

いのであ る。明 らかで，誠 実な愛 は，子供 たちに非常 に貴重 な環境 を提供す る。子供た ちは そこか ら愛について学ぶのであ る。ほかの人々 と熱

心に意志の疎 通を図る ことによ り，、一体感 を深 め，また人 々は， それ により私た ちが関心を もってい ることを知 るであろ う。

愛 とあわれみは時代お くれで も，流行 お くれで もない。 それ らは理解 と幸福 とを築 く徳で ある。両親および教 会の指 導者 との密接 なつなが り

を感 じずに神 の戒 めを守るのは，若人 にとって困難で ある。子供 や仲間の長所を捜 そ うではな いか。破壊 す るのではな く築 きあげるのが主 の御

心である。私 たちの責任 は肯定的 な ことを伝 え，肯定的な ことを強調す ることに あり，否定的な ことを勧 め ることにあ るので はない。

私たちには，忍耐 と，理解 と，あわれ みを持つ 勇気が必要で ある。今 日の複雑 な社会の中で悩んだ若人た ちか ら 「私た ちを見捨てず，私 た ち

を責めず，私 たちに腹を立 てないで くだ さい。私た ちをあわれみや困惑， あざけりに合わせず，む しろ私 た ちに道理を教 え，模 範を示 し，あな

たのよい点を見せ て くだ さい」 とい う願 いが 出されて いるので，私 は両親 と指導者に こうす るよ うへ り くだ って願 うものであ る。私 たちは十代

の若者か ら 「帰 り道を見つけ させ て下 さ って あ りが とう」 とか 「し・っか り歩め るようにして下 さって ありが とう」 とい う感謝を述べ られるよ う

に生活 し，導 く両親 や指導者 になろ うで はな いか。私た ちは忍耐 と理解 によって友を導 く方法を学ばなければな らない。 ふさわ しい時 に，ふ さ

わ しい場所で励ま しを与えな さい。先 日，一人 のナバホイ ンデ ィアンの立派な宣教師を訪れて話を し，すば らしい感激を受けた。その時彼 は言

った。 「私 が現在伝道 している主 な理 由は，私が少年の時， スペンサー ・Ｗ ・キ ンボール長 老が家に入 って来て，私 の頭 をなで，私 の手に銀 貨

をに ぎらせ て 「これを取 っておき，伝道 のた めに貯金 を始 めな さい』 と言 ったか らです 。」その模 範に示 されているのは，認 知， 激励 ， チ ャレ

ンジおよび模範な ど， リ昌ダー シップに肝要 なもので ある。集団を主のみ もとに連れ帰 るたあ に，私 た ちは忍耐 と愛を もって一人 一人 を導 く方

法を学 ぱなければな らない。立派 な指導者 はあきらめない ものであ る。立派な両親はあ きらめない もので あ る。立派 な若者 はあき らめないもの

であ る。．

私 た ちには幼子のよ うにな る勇気が必要で ある。 「この故 に，悔 い改 めて幼児 のこζ くわれ に来 る者は，われ ことごとくこれを受 け 容 る べ

し。かか る者１さすでに神 の王国に居る者 と同 じなればなり。」 （些』ｒ フ ァイ ９ ：２２）私た ち１こは子供のよ うな愛，悔 い改 め，祈 りおよび信 仰

が必要であ る。

数週間前，は るか南 アメ リカの ウルグアイに住む末 日聖徒の家族 と共 にひざまづ き祈 った ことは，ほん とうに心暖まる経験 であった。 その時

１１歳の少女は私た ちを思 いや って，家族 の祈 りにさそって くれた。彼女が 自国の スペ イン語で天父に親 し く祈 りを ささげた時，私允 ちは少女 の

心 に感動 した。彼女の愛 らしい祈 りが終 り，私 たちは彼女 の父親 に 「彼女 は祈 りの中で神殿 について何 と祈 りま したか」 と尋ねた。

父親は 「娘は ｒ父な る神 様，私 がいつ か神殿 で結婚で きるように，充分 に正 しい生活を送れ るよ う助けて くだ さい』 と祈 りま した」 と答 えた 。

この汚れない信仰 と日々の誠実な準 備によ り，彼女 の心か らの望 みはかなえ られるで あろ うｐ

「誠に，．主か くの如 く言 う。その罪を捨 ててわれに来 り．，わが名 を呼 び，’わが声 に従い，わが誠命を守 るあ らゆ る人 々は，わが面 を見 てわれ

在 るを知 ることあ らん 。」 （教義 と聖約９３：１）信 じる者 にとって ，何 とす ばらしい約束であ ろうか。信 じ続 け る者 に とって，何 とい う恵みであ

ろうか６私た ちに恵みを与えて くだ さるよ う天 父に勇気をもって求 める以上 に効果的で謙遜な祈 りが この荒廃 した時代にあ るだろ う．か。勇気を

もって生 きる時に，私たちは同 じよ うな毎 日で はな く，一歩一歩 しだい によ くな る日 々を過 ごすのであ る。私 は，主の戒 めを守る ことによ り愛

と勇気を示す ように， この時代の人 々に希望す るものであ る。

．私 は．この教会が確かに イエス ・キ リス トの教 会である ことを皆様 に証す る
。私 たちが 目的を もって主の逼を歩みつつ，豊か噸人生 を保証す る

主の御業の中 に恐れずに留ま るよ う，へ りくだ って祈 るものである。 イェス ・キ リス トの御名 により。 アー メン
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世界の兄弟姉妹の皆 さん。 これはすば

全
らしい機会で ある。私 は常．に考えて お

り，心か ら信ず ることを厳粛 に証す るため に

話の機会が与 え られ る ことを感謝 してい る。

私は マサチュー セ ッツ州 ボス トンの北方約

２１０キロにある美 しい場所を訪れた ことが あ

る。バー モン ト州， ウ ィ ンザ ー 郡 の起伏 し

た，緑の丘 に囲 まれた その場所 は，主の予言

者 ジョセ ブ ・ス ミスの 出生地で ある。

その敷地 には，現在案 内所 と展示 セ ンター

の二つ の建物が建 って いる。

最近，私た ちは娘 のケ リー を連れて， その

・記念すべ き場所 を訪れた。娘 は現在 まで幾度

もそこへ行 き，いつ も安 らぎとみた まを強 く ．

感 じて きた。彼女は その建物を出 る時 には必

ず訪問者署名帳 に署名 し，感想欄 に感想を書

いて きた。

この 日，彼女は 「教会は私の生活の内にあ

って最 もすば ら しい ものです」 と 書 い て い

た。私 と妻は本当に喜びに満た された。 どう

してであろ うか。それは，教 会 と儀 式を伴 な

う福音が 「生命 に至 る道」であ り，私たちは

その教えに従 うことによ り，皆が求 めている

真の喜び と幸福 を家族で見出 してい るか らで

あ る。

素朴な信仰を もった一人 の少年が 「いずれ

の教 会が正 しいか」とい う非常 に大切 な質 問

を したのは，丁度 １５０年前 の早春で あった。

１８２０年のあの美 しい春 の朝 に，父 なる神 と御

子 イエス ・キ リス トは少年 の前 に姿 を現 わさ

れた。彼 の名 は決 して消 える ことはないで あ

ろ う。 その少年 こそ， この神権 時代 の最初 の

予言者 ジョセ ブ ・ス ミスで あった。

過去二年 間，私た ちはニュー イング ラン ド

に住 み，予言者 の誕生地 を しばしば訪れた。

主 はその場所 を神聖 にされ，私た ちはジ ョセ

ブ ・ス ミスが生 まれた場所の空 にそび える花

こ う岩 の記念塔 を見止 げるといつ も１心は喜

ジ ョセ．フ ・ス ミ ス を 知 ．る

８

びに満 ち，みたまは 「彼は本当に予 言者 であ

６弛」 と我 々にささや くのであ る。

今朝私は皆 さんに予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス ．

を もう少 しよ く知 る機会をさ しあげたい と思

う。私は ジ ョセブ ・ス ミスの業績 について皆

さん に説明す るつ もりはな く，人であ り，聖

見者で あり，予言者であ る彼について話 した

い と思 ってい る。彼が どのよ うに人生を送 り

なぜそのよ うに送 ったかを知る ことは，私た

ちに とって大切であ ると思 う。なぜな らば，

それを知 ることによ り，私 たちは 「現代 の神

権時代の君」，すなわち ブ リガム ・ヤ ングが

「かつて生を受けた人の うちで， イエス ・キ

リス トを別に して最 も優れた人」 （ブ リガム・

ヤ ング説教集，英文 Ｐ．４５９） と言 った ジ ョセ

ブ ・ス ミスについて さらによ く知 る ことがで

きるか らであ る。

主の光 を輝 か してきた人生 とは，あ らゆる

人 を さらによ くそれを知 りたい とい う望 みに

駆 り立 てるものである。 このよ うな人生 はジ

ョセ ブ ・ス ミスの人生 である。彼 は人 々に奉

仕 を し，愛 ある人生 を送 ったので あった。私

たち．は確 かに彼 が永遠 の天父 の息子 の うちで

最 も高貴 なものの一人で あったと断言す るも

ので ある。

ジ ョセブ ・ス ミスは背が高 く，体格が よ く

身長 は １．８メー トル以上，体重 は９５キログラ

ムほどあった。血色が よ く，髪は褐色で，人

の心 を見通す ような青 い目を していた。彼 は

リスの ように素早 く， ライオンの よ う に 強

く，小羊の ようにや さしか った。あ る青年は

ジ ョセブ ・ス ミスについて言 ってい る， 「ジ

ョセブは ひげをはや さず，また礼儀正 しい人

であ りなが ら，ま った く人 を圧す る容ぼ うで

した．。」あ る若い女性は， ジ ョセ ブの威 厳 あ

る風 さい を示 す写真 はなか った と語 った。彼

の顔つ きや顔 の表情 は気分 によ って変 わ った

ので，だれ も彼 の本 当の顔 つきを知 る ことは

七十入最高評議員．

ポ ー ル Ｈ． ダ ．ン

で きなか うた と彼 の妻は語 った。

ジ ョセ ブ ・ス ミスの個性，『経 験および性格

を さらに深 く調べる と，キ リス トのよ うな性

質を もち合わせている ことがわかる。 ジョセ

ブの同僚た ちは，彼が神 に仕 える時には神 々

しい と語 っている。また彼 らは ジョセ ブの予

言的な機知，音楽 や詩，演劇 を愛 する気持 ち，

特に彼の心か らの笑 いを好 んだのである。彼

．らはいつ もジ
ョセ ブ ・ス ミスがペースを変 え

るのが巧みなのに驚いた。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は聖 典あるいは外 国語 の勉強 をやめてす ぐ，

ま り投 げや レス リング，幅飛びを し，また再

び勉強 をする ことができたので ある。彼 は楽

しい活 動に加 わるとす ぐに楽 しそうな様子を

示 すので，皆彼 は楽 しいのだと分か った。 し

か し同時に皆 は彼が不名誉 あるい は下品 なこ

とを嫌 うのに気付 いた。彼 はおりに臨んで激

しく人 を責 め，いつ もその後一層の愛を示す

ことができた人で ある。 （教義 と聖約 １２１：

４３参照） 「私 はこの教会 を指導す る間，適切

に指導 しようと決心 してい ます」 と彼は語 っ

た。

ジ ョセブ ・ス ミスは荒 けず りで，あけ っぴ

ろげな人であ った６彼は肉体労働を喜び，体

を強 く保つ ことは神 より与え られた原則であ

ると教 えた。 ノー ヴー神殿建築中には， しば

しば石切場で働いた ことであろ う。多 くの人

々は石切場や森の中，ほ し草畑 において彼 の

そばで働 きなが ら福音の回復について学 んだ

のであ る。

ジ ョセ ブ ・ス ミスはイエスがキ リス トであ

ることについて強 く，確 固 とした証 を持 ち，

彼が知 っている ことを他 の人 に述べ る機 会を

決 して見過 ごさなか った。彼が語 る時 には，

あたか も地 が震 えるよ うで あった。 また ，説

教 を している ジョセ ブ ・ス ミスの姿 は天で生

まれた人 のよ うで あると言 われた。彼 はみた

まによ り語 ったのみで な く，記録 の示す所 に

２６７
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よると，生注 時 に応 じてあ らゆる神 の賜 を

得 たので あった。また 「私の主義は神がお命

じになる時 に命 じられた ことを行な うことで

ある」 とい う言葉 の中 に一つ の深遠な教 えが

あるので ある。

神 の命令 を果 たす際 に， ジ．ヨセブは，脅迫

や腕力によ らず ，柔和 と温情 と偽 らざる愛 と ．

によ って人 々を動 かす人で あ り，カー ル ・サ

。 ドバ＿ ノが 「ビ・一 ドと銅 、と言 。継 う

に、逃 ぐいまれな判 ス トの師 な性格 を持

っていた 。も し世 の人 々が神 の戒 めを学 び，ジ

ョセ ブ・ス ミスのよ うに生活す るな らば，この

世は何 とすば らしい世 になる ことで あろ う。

私たちは 自分 が愛 するもののよ うになる，

とマ ッケ イ大 管長はよ く語 っていた。 ジョセ

ブはキ リス トを愛 したので キ リス ト．のよ うに

な ったのであ るる ．「私 は全能者 の矢筒 の中の

よ く使 われ る矢にな りたい」 「私 はいつ も平

和の言 葉を語 る」 「イエ．ス ・キ リス ．トは私 の

偉大な教師であ る」 とジ ョセ ブは語 った。

ジ ョセ ブは私たちの うちのだれかに似 た人

で あったが，今 日の私たちのよ うでは噸 く，

言いよ うのない苦難 と迫害に耐えた人であ っ

た。彼は ４つの州か ら追放 され， ６人の子供

を失い， ター ルを塗 られて羽根を つ け ら 静

た。 しか し彼 は非常 に勇敢 に人 々を指導 し，．

次の ように言 った。 「私は真実であ ると知 っ

て いること．を否定サ るわけ にはいかない 。」

彼 は３８才 まで に一千年生 きた とブ リガム ・

ヤ ングは言 って いる。 また彼 は襲われｒ打た

れたが ．「ジ ョセブの顔 はオイル．・ランプのや

わ らか な輝 きのように見 斥た」 と リデ ィア ・

バイ リーは語 っている。

ジョセブはモーセのよ うに導 き， ペテロの

よ うに語 り，パ ウ ロのよ うに書い た 人 で 毒

る。 ウィル フォー ド・ウ ッ ドラフは 「エノク

の心のよ うに， ジョセ ブの心は無 限 に 広 が

り， ジ ョセ ブの精神 を理解 できるのは神 のみ

であ る」 と語 ってい る。

福音の知識 と理解 において，彼 は卓越 して

いた。 ジ ョ毛 フ ・ス ミスは，将来の ことに関

して， １，５０Ｑの話を記録に残 した。 これ らの

うちの幾百かはすでに成就 し，また私た ちは

一生の間に さらに多 くの ことが成就 され るの

を見 るであ ろう。 彼の どの著作物 を 取 って

も，聖書全体か ら知れ る以上に末 日について

よ く知 ることがで きる。 ジ ョセ ブの著作物，

手紙，話は非常 に多方面 に及んでい るので，

一人で その ような短期間 にそれほ ど多 くの こ

２６８

とをす るのは不可能 であろ う。モルモ ン経 ，

モー セおよび ナブラハ ムの書，教義 と聖 約な

ど，彼が啓示 によ って記録 した も の は 合 計

８３０ペー ジ （英文）に及び， 彼の 自叙伝，－演

説，覚書 きは合計 ３，２００ペー ジ．（英文）を越

えてい る。

私た ちは地上で最 も幸福な民 と言われて き

た。私た ちは， ジ ョせフ ・ス ミス によ り明 ら

か にされた真理 に沿 って暮 らす ことによ り，

多 くの幸福を得てい る。

神 と天使 により教 えを受 けた人がい るな ら

ジョセブ ・ス ミスこそその人で ある。彼 は片

足を地上 に置 き．，片足を天 に置 いて，霊的 に

二つ の世界 に住ん だ人物で ある。 エ ドワー ド

・ステ ィー ブ ン× ンは 「ジョセブは無限 の知

識 を持 って いた」 と語．って いる。 また ウ ィル

フォー ド・ウ ッドラフは 「ジョセ フ ・ス ミス

は永遠 の知恵 の流 れ出つ る知識 の泉 のよ うで

あ った」 ζ語 った。 またパ ー レイ Ｐ．プ ラ

ッ トは 「ジョ．セ ブ ・ス ミスは永遠 を見つ め，

諸天 を見通 レ，よろずＱ世界を理解す る こと

がで きた」 と語 った。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは， この偉大な国 アメ リ

カは主の導 きの もとに人 に与え られた選 ばれ

た地 であ った と教 えた。そ して彼 は， この偉

大な国家の基礎を築いた先祖によ って果 た さ

れた業が非常に重要 なものであ るとい う強 い

証を持 っていた。彼は言 った 「合衆国憲法 は

栄あ る標準であ り，神の知恵によ つて定 め ら

れてい る。それは天の標準であ る。それは，

の どがかわ き，疲れた時に得 られ る涼 しい 日

陰 と大 きな岩か ら流れ出 る清 らかな水 のよ う

に， 自由 を楽 しむ特権を持つすべての人 々の

ための もので ある。それ は，あ らゆ る国か ら

来 る人 々を焼 けつ く．ような陽の光か ら守 る大

木の ような もので ある。」 （教会歴史記録，第

３巻 ，Ｐ．３０４）

ジ ョセブ ・ス ミスは決 して軽 い荷を求めず

む しろ．強 い背 をもて るように祈 った。彼 は

「おお，主 よ，私 は何 をなすべ き で しょ う

か」 と絶 えず祈 る，真 の予言者で あった。彼

の祈 りを聞いた人々は彼 の熱意 に驚 き，諸 々

の天 は文字 通 り開 かれる という ことを知 った

のである。入 々は ジョセ ブ ・ス ミスが 次のよ

う１と教 えた時にその意味 を理解 できた。 すな

わち 「神 の御性格 を確 かに知 る こと，すなわ

ち人が互いに語 り合 うよ うに，神 と語 り合え

ると知 ることは福音の第一②原則であ る」δ

（教会歴史記録，第 ６巻 ， Ｐ．３０５）

．最 もすば らレい発見 ほ人 が神 を見 出す時で

ある とある人 が言 っている。 ジョセブ ・ス ミ

スは神 すなわち個性 をお持 ちの，愛情深 い御

父に関する真 の御性質 と知識 を漏 れな く世 に

伝 えた。また神 は私 たちの御父で あ り，キ リ

ス トは神の御子で あ り，私 たちの長兄で も．あ

．ると教 えた。その当時のキ リス ト教 会は 「私 ．

たちは神を信 じる」．と言 っていたが， ジョセ

ブ ・ス ミスは 「私 は神 とキ リス トを見 た。．御

二方は私に実際に話 しかけ られた」と語 った。

彼は示現を見た と言 ったために追害を受けた

が，それは真実であ った。彼は神 がお られる

とい うことを私た ちに教 えたのみでな く祈 り

に喜んで答え られ るとも教えたのであ る。

祈 りは魂の望み とい うすば らしい讃美歌が

あ る （１７６番）。 もしジ ョセ ブ ６ス ミスが私た

ちにほか にな にも与えなか った として も，彼

は私た ちに望みはかなえ られ，心は清 く汚れ

ない もの にで きるとい う模範を示 したのであ

った。 ？ ヨセブは殉教前 にカー セら ジへ行 く

途 中語 った 「わが良心 は……いささかの替め

もな し。」 （教義 と聖約 １３５：４） 「われ は死を ．

恐 れず。」彼 は主 の御前 に自分 の全生涯 を くま

な く見 られて．もは じない者の よ うに語 った。．

１８４４年 の運命 の 日に，．ジョセブは顔 に色を

塗 った １５０名 ほどの暴徒 によって殺 された。

彼 が死ん だ時，次 のよ うな記事が書かれた。．

「ジョセ ブ ・ス ミスが襲 われ た ことにより，

モルモ ン教 の支 えは無 くなった。彼 らはやが

て 四方に散 り，大社会 の中に しだい にのみ込

まれてゆ くだろ う。」この会衆 の皆 さん も， こ

れを聞 く数 百方 の人 々も，この言葉が誤 って

いるのを知 ってい る。

神の敵 は予言者 を殺 す ことによって真理 を

滅 ぼ した と確信 したが，当時よ りもさ らに強

く大 きくそれは続 いてい るのであ る。 それは

神の御業であ るので不滅 であ り，神 の御業で

あ ると知 ることによ り，私 たちは神 の選 ばれ

た僕 ジ ョセ ブ ・ス ミスが聖 い，真 の予言者で

あ ると知 るのであ る。彼は言 った， 「私 は真

理の原則あ るいは力 と徳 とを得たが，それ ら

は死んだ後 にも続 くものであ る。」

ジ ョセブは過去 において も現在において も

予言者で あるとい うのが私の個人的な証であ

る。彼 の精神的感化 は相次 ぐ予言者 に及び，

今 はジ ョセブ ・フ ィー ルディ ング ・ス ミス に

留 まって いるので ある。 イエス ・キ リス トの

御名 によ り。 アー メ ン

１．カール ・サ ン ドバー ク，アメ リカの詩人，

伝記作家 ，１８７８－１９６７。
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春麗 きｔ震 蕪 鹸 蹴 難塁講 、驚
でを１０キ ロメー トル こえてイ ンデ ィア ンキ ャンプにお使い に行 くよ

うお父 さんか らたのまれたので喜 んで いま した。家 にいれ ば しな く

てはな らない野菜畑 のたねまきのかわ りに，緑色の ルビアの しげみ

を とお りぬけて， 自分 たちの小 馬を走 らせ るなんてす ば らしいこと

で した。

少年た ちは， インデ ィアンととりひきするための馬 を引いていき

ま した。春 のやわ らかな空気がただよい，少年 たちはまわ りの美 し

いけ しきを見なが らただだま って行 きま した。生 きている ことはす

ば らしい ことで した。少年た ちが馬にの ってキ ャンプにつ いた時 ，

フランクとい う名前の ナバ ホインデ ィアンの酋長が出てきてあい さ

つを しま した。 この酋長 は前 に，少年た ちのお父 さんに馬がほ しい

と話 して おいたので，馬を引いて来 るのを待 っていたので した。 フ

ランク酋長 は少年た ちが馬か らおりるのを手伝 って くれま した。 そ

して， と りひきのため につれて きた馬をちよ っと見てか ら，少 しは

なれた ところに行 って毛布を何枚か もって きました。

その毛布 の色 といい柄 といい，か くべつ美 しい もので したが，１０

歳 になる ジェイコブは弟 ウォルター に，ぼ くた ちは子供 じみた行 動

をと って はいけない し， この と りひ きを成功 させな ければいけない

と言 いま した。二人 は頭 をふ りました。 ジェイコブは酋長 に，つれ

て来 た馬 は もっと高 いのだと言 いま した。

年老 いたイ ンデ ィア ンはち ょっとた めらい ましたが，野牛の ひざ

かけを二枚 と毛布 を何枚 かも って きま した。少年た ちはその美 しさ

に 目をみは りま した。 そ して ，二人 にさ しだ されて いる毛布の量の

多いのにお どろきまｒレた。 二人 は毛布 やひざかけを巻いて小馬の背

に しょわせ ま した。 二人 は とりひきので きばえが よいの３こ気 をよ く

して，胸をは っていきよ うよ うと帰 って きま した。

二人が家につ くとお父 さんが待 っていま した。 お父 さんは，小 馬

の背か ら重い荷物をおろ し，毛皮をひろげて見 ておどろいたよ うで

したが，何 も言いませんで した。 お父 さんは注意深 くひざかけ と毛

布を見て，それを二つに分 けて まとめま した。二人 の少年 た ちはお

父 さんが何か言 って くれ るのを待 っていま したが，お父 さんはだま

って手を うこか していま した。品物を調べ終 ると，お父 さんは分 け

て おいた一方の毛布をていねい にまいて，二人が して きた とりひき

の一部 は返 さな くてはな らない といいま した。

二人 はもどって きたの をど うや って説明 した らよいか考 えなが ら

イ ンデ ィア ンキ ャンプに行 ったので， その 日は何 とな くゆ ううつで

した。で もフ ランク酋長 はにっこり笑 いなが らあたたか く二人をむ

かえて くれ ま した。酋長 は巻 いて ある毛布を年老いた手で と り，二

人 の少年 たちが何 も言わ ない うちにこ ういいま した。 「わ しはきみ

たちが もど って くることが わか っていた。わ しはきみ たちの お父 ぎ

んがそんなにた くさん受取 りは しないだろ うと思 って いた よ。 きみ

たちのお父 さんはわ しらの世話 をよ くして くださる。 あの方 は，わ

しらにと ってもお父さんなのだよ」

かれ らの父， ジェイ コブ ・ハ ンブ リンが，本 当に賢 明で人 々に愛

されてい るとい うことを知 った時，二人 にと って春 の 日は急 にまえ

のよ うに，いえそれ以上 に もっと美 しく輝 やか しい ものに感 じられ

ま した。

（ジェイコブ ・ハ ンブ リン （１８１９～１８８６） は，イ ンデ ィア

ン地域を担当 した使徒 として有名です）

３４
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バ ホス クールで の一週間 の うちで最高 の時間だナ

とス リムガール がお もって いるのは，美 しい先

生 が本 だなか らどれで も好 きな本 を選 んで もよいとお

っ しゃるときで した。午後 か らはず っと，生徒 たちは

ま だ知 らない ことや見知 らぬ場所 につ いて読 んで時 を

す ごすので した。

ス リムガール はえ らんだ本 をて いね いに，机の上 に

お き，少 し間を置いてか らペ ージをめ くり，特別な 日

につ いて読 みは じめま した。は じめのペ ージの上の方

に 「母 の 日」 とかいてあ り，女 の人 の絵がの って いま

した。その女の人 の服装 はス リムガール のお母 さんが

着 て いるベルベ ッ トのブ ラウスや， たけの長 い重 そう

なス カー トとはず いぶ んちが った もので した。で もそ

の女の人の愛 と親切 にみちた表情 は， ス リムガール の
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お母 さんが，小 さな子 供た ちと話 して いるときに， し

ば しば見か けるあのや さ しい表情 と同 じで した。

「お母 さんの 日」 とその本 には書 かれてい ま した。

その本を読みつづ けてい くうち に，ス リムガールの胸

は喜びで い っぱ いにな りま した。愛 の こもった花束 や

お くりものを あげて，お母 さんをたたえ るために定 め

られた特別な 日なのです。 も しそのよ うにたたえ られ

る人が いるとすれば，それは他な らぬ彼女 の， やさ し

く忍耐強 いお母 さんだ と彼 女は思 いま した。

「私 もや ってみ よう」今 までス リムガールはお母 さ

ん に， どんな に愛 してい るかを言 って， 自分 な りにそ

の 日を特別な もの と して いま した。 しか しただ言 うだ

けでは十 分では あ りませんで した。 ス リムガールは何

をす ることがで きるで しょう。彼女は本 にでてい る絵
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のよう．な花束をお くることはで きませ んで した。 それ

に，．本の中の お母 さんが うけとってニ ッコ リしている

ようなすば ら しいお くりものをす ることもで きませ ん

で した。読 んでみ ると，それはみな彼女 の学校 の向 こ

うにある交易所 よ りもは るかにすば ら しい店で買 った

もので した。

で も， きっとス リムガールにで きることがなにかあ

るはずです。

も し，ス リムガールが注意 して さがすな らきっと家

の まわ りの丘や岩 の間 に野の花 を い くつかみつけ るこ

とがで きるで しょう。そ して もう一 つのお くりもの と

して， お母 さんがつ くりかたをお しえて くれた一枚 の

皮 でつ くる くつを，今 まで にないほ どに美 しく， ない

しょで こ しらえ ることもで きるのです。 お母 さんのた

めにそれを してあげな ぐては とい う気持 ちが強 くな っ

て きま した。 ため らいがちにス リムガール は大 きな机

の ところに行 き先生 がふ りむ くのを待 って いま した。

「紙 を一枚 くださいませ んか。私 のお母 さん のため に

…∴」 ス リムガール ははず か しそうにそう言 うと
，す

ばや く息をす って か ら 「お母 さんのため にカー ドをつ

くるんです」 といいま した。

根気 よ くクレ ヨンで色 をぬ り，ス リムガールは本 に

ある絵 か ら，花 とふ ちか ざ りを うつ しま した。 そ して

ス リムガールがいつ もお母 さんにたい してお もって い

る愛 の ことばを内側 にか きこみ ま した。

び っ くりさせ るために，１ない しょで一枚皮 の くつ を ．

つ くるのに何 日もかか りま した。明 日は学校 も休 みで，

ついにス リムガール が計画 して いたこ とや今 まで の準

備 が全部 おわるので した。熱意 と心配で心が乱れ，．ス

リムガール はよ くねむれ ませんで した。本 にある絵 の

ようにす ば らしくで きな かったので，それは まった く

ばかげたものとな って しま うのではな いか と思 いま．し

た。

次の朝，ス リムガールが 目を さます と， ち ょうど東

の空が明 る くな って いま した。春風 のよ うにかろやか

に，しか し息を こら して こっそ りと，小屋 か らぬ けだ し

ま した。丘 をよ こぎ りヨモギやたま じゃりのあいだに

ス リムガールは花 をさが しま した。 それは しる しのよ

うで した。 ス リムガール がいままで たてて きた計画は

結 局成功 す るのだ とい う しる しのよ うに彼女 には思え

たので した。 ス リムガール はそんなに も短 い時間で手

い っぱいに花 がつめるな どとは夢 にも思 って いません

で した。 ス リムガール は，花 を新鮮 に保 って お くため

、にボール にい っぱ い水 を くんで おいた小屋 のわ きの し

げみ の 日よけ場所 にいそ いで もど りま した。 ボール の

よこにス リムガールは，一枚皮 の くつ と， きれ いに色

のぬ られた カー ドをお きま した。なん とす てきなので

しょう。 ス リムガ ールの お くりものは，本 の中の絵 に

そ っくりとはいか ないまで もかな り似た ような もので

した。

ス リムガ「ル はに つこり して立 ちさ りま した。 うっ

とり してい る暇 はあ りませ ん。 けさなのですか ら。

ス リムガールは，で きるだけ静 かに火をお こ して朝

ごはんの した くを しま した。家族 のみんながお きて来

た時 には， おい しそ うなにおいがた ちこめ て い ま し

た。

あつ い髪 の毛 をかきむ しりなが ら， お とうさんが は

じめに小屋 か ら出て きま した。 「おお／」 お と うさん

はス リムガ ールがかま どにかがんで いるのをみてい い

ま した。 「どう したんだい これは」

お とうさんの う しろにお母 さんが立 っていま した。

「まあ，、お どろ いた」 お母 さんは， ス リムガール がほ

とん ど朝食 の準備 を終 えて しま ってい るのを みてお ど

ろいていいま した。

はず か しそ うにス リムガール はお くりものを さ しだ

しま した。 「お母 さんのために，愛 と感謝を こめて お

めで とう」

花 束を見 た ときお母 さんの 目はなみだで うるんで い

ま した。 そ してお母 さん は指で，．一 枚皮の くつをなで

て いま した。’ｒな んてすて きなんで しょう／」 とお母

さんは いいま した。

「き ょうは私 が小屋のまわ りのお仕事 を します
。 お

母 さんは，．き ょう一旧 仕事 を忘 れてす ご して下 ざい」

ス リムガールが こうい った とき， お母 さんのほほにな

みだが こぼれ おちま した。

お母 さんはなみだをなが しなが らほほえ みま した。

「何 を した らいいのか
， まった くけんとうがつかない

わ」 それ か らお母 さん は うなずいて言いま した。 「妹

を訪 問 しよ うか しら， お店 にい ってぼ ろにな って しま

った毛皮 と引 きかえに，苗木 をい っ しょに見 つけ るこ

とがで きるわ。娘 が くれた この 日をす ごす には これが

一 番すば ら しい方法 だ と思 うわ」 お母 さんは
， あた り

をみまわ してか らつけ加えま した。 「で も， き ょう一

日中，出歩 くつ もりはないわ。 き ょうはず っと家です

ご した いの」朝食 の間中， お母 さんは，幸せ そうにほ

ほえんでいま した。

お母 さんのための特別な 日があ るとい うことはす ば

らしいことだ とス リムガールは思 いま した。

３６
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校 で の 休 み 時 間 で した。 明子 と恵 子 は階 段 に こ しか け て， 女 の子 や 男 の子 た ちが い っ し

ょに遊 ん で い るの を 見 て い ま した。 二 人 の他 の子 供 た ちか らい っ し ょに あ そぼ う と さそ

わ れ た こ と はあ り ませ ん で した 。 明 子 と恵 子 は双 児 な の で， 新 しい学 校 で ま っ た くの ひ と り

ぼ っ ち に な らず にす み ま した 。 で も二 人 は お た が い に さ び しい思 い を して い る こ とを 知 っ

て い ま した。 そ して 二 人 は ， 自分 た ち に は お友 だ ち が で き な い の で は な いか と思 った り し

ま した。 二 人 で よ く話 す こ とは お と う さん の仕 事 の つ こ うで 引越 して くる まえ に い た学 校

で の楽 しい思 い 出で した。

明 子 と恵 子 は， 学 校 中 で 一 番 人 気 の あ るの は 美 しい ま ゆ み と い う女 の子 だ と い

う意 見 に一 致 して い ま した 。 二 人 は ， も しま ゆ み とお友 だ ち に な りさ えす れ ば，

他 の子 た ち は今 して い る よ う に二 人 を さけ た りい じめ た り しな くな る に ち が い な

い と思 い ま した。 で も まゆ み は， 毎 日い ろい ろな 方 法 で 二 人 を い じめ， な ん とか

して他 の子 供 た ち と友 だ ち に な らな い よ う に して い るか の よ うに み え ま した。

そ の晩 夕 食 がす む と， お父 さ ん は夕 刊 を わ き にお い て ， 部 屋 の む こ う側 で

テ レ ビに も 目 を くれ ず ふ さ ぎ こん で い る二 人 を 見 て頭 を ふ り

ま した。 それ か らま た お父 さ ん は新 聞 を 読 む よ うな か っ こ う

を しま した が， 今 度 は頭 を たれ て 深 く考 え こみ ま した 。 や が

て お 父 さん は ひ と り うなず く と， 二 人 の方 を見 て 自分 の と こ

ろ へ来 るよ うに い い ま した。

鷹 ・ 「さあ話 して ご らん」 とお と うさ ん は い い ま した。 「いつ

翰 翻， 奎難畠鏡蓉簾 犠 簾 １蒐爵麓搬
いて ， お 父 さん は他 にい ろ い ろ な質 問 を しま した。 「学 校

蒙

華

鞍
駕

’ 籍

・⑤

ち につ い て は何 も心 配 い らな い よ。 こ のパ ー テ ィは敵 を 招 待 す る

パ ー テ ィなん だ か ら。私 た ちは お まえ た ち あ ク ラス や学 校 で， 仲 良 く して くれ な いお 友 だ

ち全 部 を この パ ー テ ィに招 待 した らど うな るか を見 るん だ よ 。」

そ して 明子 と恵 子 は その とお り に し ま した 。招 待 され た 人 の うち ほ とん どの人 が 来 ま した。

パ ー テ ィが 終 って 帰 る時 ， み ん な は今 まで こん な にす ば ら しい パ ー テ ィに 出 た こ とが なか っ た

とい い ま した。

で 何 か こ ま っ た こ とで もあ るの か い 。」 「何 か とて もむ ずか

しい こ と ？」 「私 た ち が ひ っ こ した こ とが 悲 しい のか い 。」

は じめ は何 の答 え も あ り ませ ん で した が， 恵 子 が 自分 た

ち の さび しい状 態 を 話 しは じめ る と， 明子 もい きせ き き っ

て 話 し出 し， 二 人 の 話 は つ きな い よ うで した。 お 父 さん １

は， 二 人 が 学 校 で お友 だ ちか ら仲 良 くして も らえ な い と

い う話 を じっ と聞 いて くれ ま した 。 二 人 の話 が よ うや く

終 る と， お 父 さん が 言 い ま した。 「お 父 さん に い い考 え

が あ る． パ ー テ ィを ひ らこ う 。」

これ を聞 い た明 子 と恵 子 は大 喜 び で アイ ス ク リー ムや

ケ ー キ や赤 い風 船 の話 を して い ま した が ， しば ら くす る

と こ う言 い ま した。 「だれ を パ ー テ ィに 招 待 す るの」

「私 た ち に は友 だ ち な ん て い な い わ」 二 人 は大 きな 声 で

そ う言 う と， ま た泣 き は じめ ま した。

お 父 さん は 目を輝 か せ て こ う言 い ま した。 「招 待 す るお友 だ

こ の パ ー テ ィは とて もす ば ら しい も ので したが ， 二 人 は も う この よ うな敵 を招 待 す る パ ー テ ィをす

る必 要 はあ り ませ ん で した 。 そ して， ま るで魔 法 に で もか か っ た よ う に， 新 しい 学 校 で お 友 だ ちが で きた た め， だれ を招 待 し

た のか わ か らな い ほ どで した 。 と くに まゆ み とは 親 し くな りま した。
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『

勇敢 な両親 を

節戴讐 瓢芸驚鉾罐
離れ ることがない」 （箴言２２：６） とい う句

が ある。 ジ ョシュ ・ビ リングズは この真理を

「子 をその行 くべ き道 に従 って育て るため，

あなた自身 その道を進め」 とい う言葉で言い

かえた。 あなた自身が その道を進みな さい。

私 たちの うちどれ ほど多 くの者が その道 を進

んで いるだろうか。

私 は国内のある著名な教育者の話を テ レビ
．で聞いた

。．その主題 はマ リフ ァナについでで

あ った。．被女 はマ リ７ アナの使用 は他の多 く

の社会的な慣習ほ ど悪 くはない と語 った。そ

れ には若者た ちが マ リ．７ アナを喫煙す るの も

．悪 くない とい う意味を含んでい る。政府で責

任 ある地仰 こつ き；．ラジオや テ．レビを通 じて

．家庭 に大 きな影響を及ぼす地位についてい る

ある人が最近 「私が カクテルパー ティーで使

う言葉 １ま，．家庭や教会で使 う言葉 とは違 いま

す。私 はこれが偽善的であ るとは 思 い ま せ

ん 」と語 った。．また先 日ある地方で，父親た

ちが騒 ぎを溺動 し，規制をの．がれ るため にバ

トカｒ．のタイヤの空気を抜 き，その ことを息

子たち．の前で非常 に楽 しそうに話 したそ うで

ある。．．．．．

また今 ．日上映 されてい る映画の 内容につい

て批判が起 こ．ると，映画製作者は世間が買 う

もの を製作 してい るに過 ぎない と反論す る。．
．
最近地方で上映 された２１本の映画の うち，不
．

快 ある いは不都合な 内容 による入場制限を受

けなか ったの は ３本 だけで あり，．しか もこれ

．らは映再禦作煮側で決めたものであった，親

の監督 だけに任せ ら．れて いる全年代向 けのあ

る映画で，酔 っ．払 いが あさまレい欲望か ら女

性め ブ ラウスをは ぎとった一 場 面 が あった

時，観客 は大声で笑 った。 も しこれが私た ち

おどなφ楽 しむ娯楽で あるならば，一体全体

私 たちはどのよ うに して子供た ちに道徳 につ

求 む
管理監督会第二副監督

ビ ク ター ：Ｌ． ブ ラウ ン

いて教 える ことがで きるで あろ うか。

十代 の時 ，私 は教会の活発な指導者の下品

な話 を聞いた ことが ある。私 は聞いた話を ま

った くよ く忘れる男 だが ，その話 だけはまだ

憶 えてお り，それを話 した人 の名前 も憶 えて

いる。私 たちはお とな として どのよ うな模範

を示 しているだろ うか。 カメ レオ ンが色を変

えるよ うに，環 境に応 じて品性 を変 えて いる

のではないだろ うか。周 囲で使 って いる言葉

を使 っているのではないだろ うか。 いや しい

動 物本能 に訴 え，作家 ，俳優 ，私た ちを共 に

低俗 にする峡画 に行 って いるので はないだろ

うか、その時に大衆が行 なって いるか らと．い

って法 を犯 して いるので はないだ ろ う．か。 い

かなる社 会的な圧力が あろ うとも， 自身の主

義 を堅 く守 れるほど意志が強固で あろ うか。 ．

以上 は， も し私た ちが子を その行 く．べ き道 に

従 って教 え，．私た ち身身が その道を進 もうと

す るな らば ，．自問 してみ なけれ ばな らない質

問である。 ．

教 会の至 る所で ，私 はステー キ部長 と監督

か ら．「も し両親 に問題が なけれ ば，若者た ち

に も問題 がな．い」 とい う言葉 をよ く．聞 く。一

民 衆 として，私 た．ちは昨 日ま った く受 け入 れ

られなか った標準 を今 日は受 け入れる。 たと

．えば，言論 の自由を口実に して読 まれた り，

聞かれた りする，不潔 でみだ らな言葉 が，１い

わゆ る上 流社会．にしだいに受け入れ られつつ

あ る。好 色文学 １ま多 くの地域 で産業の中に取

り入れ られ るよ うにな った。 ワシン トンの大

病 院の主 任精神療 法医は言 っている， 「正 常

な少年少女が好 色文学 に さらされる とやがて

同性愛に陥 るで しょう。皆 さんは健 全な少年

少女を迎 え ること輝で きますが，彼 らは異 常

な環境に さらされて，その後 一隼涯の彼 らの

習慣を身につけ ることにな ります 。」

あ る人は 「同性愛に陥 るのがなぜ悪いので

すか」 と言 う。最近あ る教会の指導者は同性

愛の二人の男を結 婚 させ た。事 実，世界 中の

多 くの新聞がほ と．んどその記事 を載せ た。 こ

の道徳的退廃の責任はだれにあるだろ うか。

子供た ちだろ うか。否，その責任は，新 聞雑

誌売場で卑わいな新聞を売 った り，海 外にそ

れを放送す るのを黙認する私 たちお となにあ

る。

ある時，私は妻が買物を終え るのを待ちな

が ら，新 しい スパ雨 マー ケ ッ トでマガ ジンラ

ックにある雑誌 に目を通 した。 ところ．が一，

二を除いて，すべての雑誌の表紙 と特別記 事

の見出 しには，表現の違い こそあれ，性的な

ものが取扱われていたのであ る。 これは住 宅

地区の家族向 けの店に おいての ことであ る。

も し私た ちおとなが これを買わなければ， こ

れ らの雑誌はいつまで発行 され ると思 うであ

ろ うか。何が起 こって これ程 にまで私た ちの

標準が侵 されてい るのだろ うか。それは一晩

で起 こったので はない，非常 にゆ っ くり，非

常 に巧妙 に起 こったので ほとん どの者がそれ

に全然気付かなか ったのであ る。

「西欧人が個人の力，運命の決定者，行な

いの最後の裁 き人であ る神への信仰を失ない

始 めた 」時 に， この道徳の退廃が始 まった と

い うデ ビド ・ク レイ ンの意見 に私は賛成であ

る。 また その時 に，人 々は次のよ うに考え始

めたので ある。 「神が人を創造 した とい う老

えは古 くな った。我 々は進化 したのであ る。

・・生命 は多少偶然の所産であ ると考え られ

始めた。罪は相対的な，．社会学上の問題 とな

り，多 くの者 にとって単な る虚構 とな った。

……人 はまだ善悪の存在を信 じ，間違いを犯

せ ばその ことがで きた。 …… しか し人はそれ

で神を怒 らせた とか，神の罰を こうむ るとか

は もはや信 じなか．った。 ……

このよ うに生 きる ことと，神が命 じられ る

ので正 しく生 きようとす ることとの 間にはは

なはだ相違が ある．。

神に対して犯さ．れる罪は 「反社会」晦券も

のにな った。宗教上り 罪は犯罪 にな った。 …

正 直は最善の策 とい うことか ら盗みは悪 い こ

ととな った。皆 は友へ 不誠実 にな らないよ う．．．

に努めた。 な．ぜな らば，．それによ り友情が そ

こなわれるか らである。 も し皆が礼拝 に参加

した としても，伝統 を重 ん じるためで あ った 。

徳 はそれ 自体説 明で きない報 酬で あ り，それ

以外の ものではない 。」（デ ビ ド・ラファエル

・クレイン 「神 に代 わ るものはあるか」 リー

ダーズ・ダ イジェス ト，１９７０年３月 Ｐ．５１－５２）

２６９
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この種の哲学は不変ではない。それは時 と

所 と情況 に応 じて変わ る。それは人々の気ま

ぐれ と習慣 と哲学 によ って変わ る。ま った く

社会が腐敗 して も自分の主義は変わ らない と

い う確信を もってい る人は一人 もいないので

ある。私た ちの住んでい る社会では放 任が受

け入れ られ，多 くの人々は若者だけでな く自

分 自身のために もしっか りした指針を定めよ

うと しない。私た ちが生活す る規則 と標 準が

あ るとい うこと，なおかつ この標準は しっか

りをた基礎の上に築かれてい ることは非常に

大切であ る。標準には意味があ るにちがいな

い。 ク レイン氏が言 ったよ うに，「もし親 が若

者に人生は無意味であ ると教 えたな らば，ど

うして幻覚剤を飲んではいけない と言 えるで

あろ うか」。（同上， Ｐ。５３）

もしこの傾向をな くさなければ，将来 悲劇

が起 こるに違いないのである。 た とえば，大

帝国の民は進むべ き道を聞違 えたので ，その

帝国は滅んで しま った。 ではそのためになす

〈閉会説教〉

べき ことは何だろ うか。 若者 の生活 に関心 を

もつお となは手 を講 じて その人 に影響 を及 ぼ

そ うと しているが，若者 の生活 によきにつ け

あ しきにつけ最 も深 く影響 を及 ぼす人 は両親

である。私 たちがも し子 をその行 くべ き道 に

従 って育 て，私 たち自身 その道 を進 も うとす

るな らば，イエス ・キ リス トの福音 の根本 的

で ，飾 りのない，完全で ，不変 の真理 に立 ち

返 り，生活 の中にそれ らを生 かさなければな

らないので ある。私た ちが今 日必要 と して い

るのは，イエ客 ・キ リ．ス トの福音 に改宗 し，

喜んで それ を応用 し，信 じ，生活 に生か し，

正直 に什分 の一 を払い，隣人や債務者 に親切

で あり，教会の幹部を実際 に支持 し，子供が

主 を愛す るように子供 に福音を教え る両親で

ある。

私た ちが必要 としてい るの は正義のために

立 ち上が り，声高 らか に語 り， また国家，地

方政治 に実際 に参加す る勇敢な両親であ る。

また衣服や言葉使いやふ るまいが控 え 目な両

平 和 へ の 祈

親で ある。 またイ エス 鼻キ リス，トの福音を恥 「、

とせず ，子供た ちに私た ちの天父が おられ る

こと１私 たちは天父の霊の子で あること，天

父 は大 きな栄 ある自的を もって地上 に私た ち

を置かれた こと，天父 は私た ちを愛 して おら

れ ること，天父 は私た ちに 自由意志 と共に戒

めを与 えられた こと，私た ちは 自分 自身の 行

ないに基 づいて報い と裁 きを受け ることな ど

を教え る両親で ある．。そ して神か ら与え られ

たすべての戒めを何 らほかの理由がな くとも

その理 由だけで受け入れ，主 のほかになに も

のを も神 とせず，姦淫せず，．盗まず，隣人 の

妻や夫をむ さぼ らず，隣人 について偽証 しな

い両親 ，心をつ くし，精神 をつ くし，思 いを

つ くして主なる神 を愛 し， 自分 を愛 するよ う

に 自分 の隣 り人 を愛 する両親 なので ある。

これは この世にあ っても，来 たるべ き世 に

あ って も，人 の救 いへ の唯一の道で ある とい

うのが私 め確信 である。 この ことをイエス ・

キ リス トの御 名によ り証す る。 アー メン

り
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兄甕臨 継 譲 灘 茎認
このザば らしい一 日を過 ごして きた。

今や我 々は画期的な総大会の幕を閉 じよ う

としてい る。我 々は共に集 い，新 しい大 管長

会を支持 し，主の僕，予 言者達 の口を通 して

主か ら勧告 と指示を受けた。

我 々は 「みたま」にあずか ってよい ことを

得，主か らのみ もた らされる力 を受け，信仰

と証を さらに強 くした。

我 々は主を礼拝 し，主 に対 する愛とその大

義への献身を確認するためにまた次のよ うな

戒めを守 りたい と望みつつや って来たので あ

る。 「……汝 心を尽 し，勢力 と思いと体力と

を尽 して主なる神を愛すべ し。 またイエス ・

キ リス トの名によ りて神 に仕 うべ し。」（教義

と聖約５０：５）

私 は大会の諸 目的が果 たされた と感 じて い

る。我々は今や天父の御業を うち立て るため

に新たに身を献げ，天父の子供 たちすべ てを

祝福するために力を尽す とい う決 意 を も っ

て，各方面へいで行 く用意ができている。

今 こそ， 「あなたがたの光を人 々の前に輝

か し，そ して，人 々があなたがたのよいお こ

２７０

大 管｝長 ．ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

ないを見て ，天 にいます あなたがたの父を あ．

があるよ うに しなさい」 （マタイ ５ ：１６） と

言 われた主 の勧告 に注意 を払 おう で は な い

か。

私 はあな たがた を祝福 し，次 のことを約束

す る。すな わち，神 はその民 と共 にい まし，

我 々が従事 して いる業 は，主の永遠の 目的が

成就 され るまで，勝利を得，前進 し続 けるで

あろうと。

また，天 の祝福が我 々とすべての人 々と共

にあらん ことを祈 る。

天が全世界の上 に義 と真理 とを注 ぎたまい

あ らゆる人 々が 聞 く耳を持 ち，主の僕が語 る

真理 と光の言葉 に心を留 めん ことを直

すべての 国民の 中に主の 目的が速やかに成

就 されん ことを。

私 は１至高者の聖徒で ある教会の会員た ち

が信仰を強 め，義 をな そうとの望みを増 し，
．主の御前 におそれか し

こんで，彼 らの救いを

な し遂 げ られん ことを祈 る。

私 は，善良な る人 々，正直な る人 々が真理

を求 め， あらゆ る真の原則を支持 し， 自由 と

正義 の道 を広め えん ことを祈 る。

この問題 と困難の多い時代に，あ らゆる人

々が世 に来 るすべての人を照 らす光によ って

導かれ，人類 を悩ます問題を解 く知恵を得ん

ことを祈 る。

あらゆ る人 々，すなわ ち老い．も若 きも，悲

しみを持つ者 も，空腹な．る者 も貧 しき者 も，

また不幸な境遇や不健 全な環 境に陥 っている

入 々，助け と救 い と知 恵 とを必要 として いる

人 々に，願わ くは恵 み深き天 父が祝福 を注 ぎ

た もうよ う祈る。

あなたがた と共に，私 は地上 のあ らゆる１天

父の子 供たちに愛 と関心 とあわれ み とを持 っ

て，彼 らの状 態が物心両面で よ りよ くなるよ

うに祈 っている。また彼 らがキ リス トの御許

に来て学 び，キ リス トの くびきをと り，心 の

やす らぎを得 ん ことを祈 る。 なぜ な ら，主 の

くびきは負いやす く，主 の荷 は軽 いか らで あ

る。 （マ タイ１１：３０参照）

私 は末 日聖徒 と彼 らに加 わ って天父の戒 め

を守るすべての人 々が ， この世 にあ って も，

来たるべき永遠 の世 にあって も平安 を得 られ

ん ことを，謙遜 に感謝 をも って主 イエス ・キ

リス トの御名 によ り祈 り奉 る。

アーメ ン
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を与えるのが習わしであった。この生

得権を与えられた者は，たいてい深い

尊敬の念をもって大切にその特権を守

ったのである。

現在私たちにも生得権が与えられて

いる。それは私たちの性格，私たちの

望む生活を形作 ってくれる もの で あ

る。 この特権または賜は，働 くという

特権であり，その能力である。働 くこ

との真の喜びを知っている若者は，人

生における成功への数多 くの扉を開 く

貴重な生得権を受けているのである。

生得権が尊ばれるべき特権である一

方，中にはその偉大な価値を重んじな

い人々もいる。私たちは，イサクの長

男エサウが，長子の特権を弟のヤコブ

に売 った話を知 っている。このことに

思いをめぐらして，パウロはヘプル人

に次のように勧告 している。
’「……一杯の食のために長子の権利

を売 ったエサウのように……ならない

ようにしなさい。あなたがたの知 って

いるように，彼はその後，祝福を受け

継 こうと願 ったけれ ども，捨てられて

しまい，涙を流 してそれを求めたが，

悔改めの機会を得なかったのである」

（ヘブル１２：１６～１７）

エサウの例をとって，パウロはたと．

え悔改めをしても過去において浪費 し

たものは取 り返すことができないこと

を教えている。確かに，私たちは悔改

めをし，許 しを請 うことはできる。 し

かし時を無駄に過ごすことによって，

失なわれたものは決 して取 り戻すこと

はできないのである。

いかに働 くか，いかに楽 しい働きを

なすことができるかを学ぷ時期は，あ

なたがた青年の時である。怠けて毎日

を過ごすなら，いかに働 くかを学ぶ機

会を逸 して，～竃の貴重な生得権はその

働 くこ とを学 ぶ ．
管理監督 ジ ョ ン Ｈ， バ ンデ ンバ ー グ

貴重さの度合に応じてそこなわれてし

まう。幼い頃視力，聴力を失なった故

ヘレン ・ケラー女史１は， 仕事の大切

さと喜びを知った。ある時彼女はこう、

語 った。 「世の中にあって私に与えら

れている仕事は限 られています。でも

それが仕事にかわりはないと思う時，

貴重なものとなります。ゴ

仕事の大切さは，他の入蓄こやっても

らって知ることのできるも⑳ で は な

い。若者は自己の創意を大いに利用 し

健全な仕事をする機会を捜すべきであ

る。神権定員会および補助組織の各ク

ラスでは仕事を捜すのを手伝ってくれ

るだろう。

仕事を捜す際に，次にあげるいくつ

かの点を心にとめておくべきである。

１． 日曜 日の仕事は避ける。

２，教会の標準を保てるような職場
’ を選ぷ

。

３． 自宅に近い所を選ぶ。

これらのことにつけ加えて，若者は

自分の外観や態度にも気を配 るべきで

ある。清潔感， くしの目が通 り手入れ

のゆき届いた髪，きちんとした服装，

これ らはみな雇用者に良い感 じを与え

るものである。

このことに関して，次のような記事

が新聞にの った。

「先日，本紙のメッセンジャーボー

イ求人広告を見てやってきた若者たち

は，編集長室に入る前にそのほとんど

が高校のサボ リ学生ではないかという

印象を与えた。そのような印象を与え

た少年たちはみな，不潔ですり切れた

だらしない服装をしており，髪の毛は

耳のあたりまでのばし， うす汚ない手

をして，ネクタイもせず，みがいたよ

うすもないくつをはいていた。 この夏

休みに仕事を見つけホうとする人は，

あらゆる手段を講 じなければならない

だろう。競争がこんなにも激 しいこと

はかつてなかった。雇用者側は十分に

検討 して選ぶことができるのである。

彼 らは大勢の中か ら最 もふさわ しい，

きちんとした人を選ぶであろう。本紙

の夕刊には 『求人欄』が設けられてい

るが，あのメッセンジ津 一ボーイの広

告を見てやって来たような少年では，

採用願いを出すことさえできないはず

である。準備のなさは，どこに行って

も現われるものである。」

私は，みなさん方に働いて得 られる

物のためにではな く，働 くことによっ

てどんな人になれるかをみるために，

ここ数ヵ月間働 くことを学んでもらい

たいと思う。

主は言われた。 「今やわれ主は， シ

オンに住める民を悦ばず。そは，怠る

者その中にあり，彼 らの子 らもまた今

や次第に悪事 に増長し，永遠の富を熱

心に求めず してその眼は貧欲を以て充

さるればなり。かかることはあるべか

らず。故 にすべか らく彼らの中よりこ

れを無 くすべきな り。」（教義と聖約６８

：３１～３２）

チャールズ ・キングズ リー２は この

ように言 っている。 「好むと好 まざる

とにかかわ ら劣 毎朝目覚めた時に，

その日になさなくてはならない仕事が

あることを神に感謝しなさい。強いら

れて働 くこと，強い られて最善を尽す

こと，それは克己，自制，勤勉，堅固

な意志，快活，、満足など，怠惰では決
ウ

して得 られない数多 くの美徳を育むも

のである。」

１．ヘ レ ン ・アダ ムス ・ケ ラー

（１８８０～ １９６８）

米 国 の作 家 ，講 演 者

２．チ ャ ール ズ ・キ ング ズ リー 、

（１８１９～ １８７５）

英 国 の 牧 師， 小 説 家 ，詩 人

２７１
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’！ｌ

デ ビ ド ・ウ ェ イ ク リ ン グ

私たちは天父と教会に対 して，人々に福音

質 問 ： を教えるという責任を負っている。宣教師に

なることは，若者にとって特別な召しである。

伝道に出る準備として何をしな くてはならないだろうか。

・ △ も しだ れ か が あな た が た に， ま た あ な

答 え ： ７ たがたの先祖に福音を伝えなかったな

ら，今あなたがたはどうなってい る だ ろ う

か。も し，急に私たちか ら，神が生 きてお られ我々の祈りを

聞き答えて下さるという知識 権能ある人々から水に沈め ら

れるバプテスマを受け，キ リス トの戒めをすべて守ることに

よって救いと昇栄が得 られるということ，再び天父と共に住

めるとい う知識が取り去 られるとしたら，私たちはどんなに

困惑 して しまうことだろうか。

あなたがたはたった ２度の食事を抜いただけでどんなに空

腹になるか，さらに３度， ４度あるいはそれ以上の食事を抜

くとなると空腹感がどんなにひどいものかを知っている。 こ

れは教会外の人々，すなわち暗やみの中にいる人々について

言えることである。彼 らは真理 と神に関す る知識に飢えてい

る。そしてだれかがそれを自分たちのところに持 ってきてく

れるのを待ち望んでいるのである。

人生で最も価植ある召しは，人々に最大の奉仕のできる召

し，すなわち入生をより良いもの，より幸福なものにするよ
．う努めることである

。 「……わたしの兄弟であるこれ らの最

も小さい者のひとりにしたのは，すなわち，わた’しにしたの

である。」（マタイ２５：４０）

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の長老たちに与えられている

ような，人生で最 も尊い召しにたずさわるというすばらしい

機会の与えられている人々は世界中どこにもいない。個人個

人の努力に応 じて救いと平安を得させるために彼 らは奉仕 し

世界をより良いすばらしい場 とするたあに才能と富を提供 し

ているのである。我々の教会の目的は，人々に福音の完全な

律法，規則に従 った生活をさせ ること，すなわち日の栄の王

．国で神のみもとに住めるよう準備 させることである。それは

イエス ・キ リス トの福音を受け入れることによってのみなさ

れ得るのである。

伝道に出るために，私たちは祈り，清い正しい生活をし，

福音の勉強をして何年間か準備 しなくてはな らない。 この世

の道徳がそんなにも低 く，アルコール，タバコが人々との交

際に欠かせないもののように思われている今日，それは決し

てたやすいことではない。私たちの教会の道徳の標準はただ

一つで，それは男性にも女性にもあてはまる。教会の標準は

正 しく，神から与えられたものであって，尊敬されるべき男

性， うるわしい女性，幸福な家庭を生み出 し，国家の永続に

貢献するものである。私たちは教会を代表する者としてふさ

わしくあるよう十分に思慮深 くあるよう，またとりわけ良い

品性を身につけるよう努めなければならない。 また肉体的な

準備も怠ってはならない。宣教師活動は奮闘を要するもので

あり，気候の変化は慣れないうちはつらいものである。 さら

にホームシック，落胆などが加わると，肉体的な準備ができ

．ていない人は心身の重荷に耐えかねて倒れてしまう。

長老はすべてキリス ト教徒 として紳士らしく振舞わなくて

一はならない。紳士とは，何も隠すことを持たず，罪の意識を

感 じてうつむ く必要のない人であり，真理，美徳 知恵の言

葉に忠実で，自分自身と，他の人々を正しく判断し，一律法に

関 して約束に忠実であり，神と人に忠実な人をい う ので あ

る。世の人々をキリス ト教に帰依 させるために出かけていく

長老はそのような人でなければならない。

私たちは終りの日に神の前に轡なくして立つために，心を

つ くし，勢力をつ くし，思いをつ くし，体力をつくして神の

つとめをなすために準備しな くてはならない。 （教義 と聖約

４：２参照）

．「見よ，畑は早白くして刈り入れを待てり。故に刈 り入れ

．んと欲する者は，何れも勢力をつくして鎌を入れ， 日の尽き

ざる中に刈り取りて……然り，鎌を入れて刈り入るる者は誰

にても神の召を受 くるなり。」（教義と聖約１１：３ッ４）
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たちは非常に多 くの場合，福音の原則のゆえに愛や献身という言私

葉を口にする人々と接する時に，イエス ・キリス トの福音の真価

を知る。

これをもっとわかりやす くするために，競売について述べている物語

詩を思い出してみよう。競売人が古いバイオリンを高 く持ちあげ，その

価値を言 ってから安い付け値で売 りはじめた。 しか しだれも競売人の言

葉やその古いバイオリンに興味を持つ人はなく，値段が安いにもかかわ

らず買い手は見あたらなかった。

そこでその年老いた競売人は前に進み出て，バイオリンを弾いてみて

いいかどうかを尋ねた。願いは聞かれ，弦の調子を合わせると彼は器用

な手で，いかにもその古いバイオリンが気に入っているというようすで

弾きはじめた。そのバイオリンのすばらしい奮い立たせるような音色は

聴衆をすっかり魅了してしまったのである。

音楽が終っても人々の賞賛はやまなかった。競売人は再びそのバイオ

リンを高 くあげた。付けてくる値で人々の心が変わったこと，バイオ リ

ンに対する見方が変わったことがわかった。 こうしてそのバイオ リンは

相当の値段で売 られたのであった。

競売人は，最初に値を付けた時か ら最後の付け値までの問にバイオ リ

ンの性質を変えたわけではなかった。見事な方法で，彼 はその楽器の可

能性を示 したのである。それは同じバイオ リンであったが，彼はそのバ

イオリンの価値を聴衆の心に高 く評価させたのであった。

同様に，神の御子の福音も，それを後世に残そうと大切に保 っていく

ことを約束 している人々が，実際に弾いてみせなければ買い手は現われ

ないのである。

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の会員として，私たちは手中

に永遠の価値ある神聖な楽器をにぎっている。それが価値ある

ものかどうかは，私たちの信頼する人々の前で，それをどのよ

うに用いるかにまるのである。
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１

リ ン ダ ・キ ャ ン ポ ー ラ

あ篇票灘 調 禦 繊 欝 ℃確誌
始めるために，骨肉の幕屋を得たいという気持ちを押えるこ

とができなかったのです。 あなたは愛する天父の栄光に満ち

た家庭を去 りたくはなかったのですが，地上で二人の人が祈

り求めて，あなたのやつて くるのを待ち望んでいたのです。

ニーファイが 「私すなわちニーファイは善い父母から生れ

たので……」 （１ニーファイ １：１）と言 った時，まさにこ

のことを意味 していたのだと私は信 じています。良い父母に

対する若者の責任は何で しょうか。

神がこれ ら二人の人々に，最 も貴い財産であるご自分の選

ばれた霊の一人を委ねるだけの信頼を置かれているのなら，

若者は判断を下すときに当然 自分たちの両親の勧告に耳を傾

け，彼 らに従い，敬 うべきではないでしょうか。

私たちは両親を信頼 しているでしょうか。それ とも 「お父

さんやお母 さんにはわからないんだ」などと言っているので

はないでしょうか。私たちは両親 と生活を共にしているで し

ょうか。それともデー トのあとで，明 りのついている両親の

部屋の前をぬき足さし足で通 り過ぎてはいないで しょうか。

私たちが場所や時間，友人を偽って話 しても，両親は信頼 し

てくれるなどと思ってはいないで しょうか６私たちは 「これ

が私の父母です」と言えるで しょうか。また誇 りに思ってい

るでしょうか。それ ともある若者たちのように見下げた態度

で，両親を 「老いぼれ」呼ばわりしてはいないで しょうか。

また，二人で映画に行けるように，一晩でも小さな弟や妹と

共に家に残 ってあげることを考えたことがあるで しょうか。

それともいつも自分たちだけで車を使っているのではないで

しょうか。お母さんが一度着たきりのブラウスを，す ぐ自分

のものにしてしまってはいませんか。

父親アルマの苦悩を考えてみて下さい。彼の息子アルマは

本当に手におえない若者で した。 しか し主の御使いが現われ

て口がきけなくなった時，彼は悔改めてそののち力強い宣教

師となったのです。

従順，尊敬，名誉，これ らは非常に木切です。 しか し得る

ことのできる最大の賜は，正 しい生活を し，福音の原則を守
・り，絶えることのない証を持つことです。これには神殿結婚

も含まれます。私たちが御父の日の栄の王国に住み，家族を

持つことのできる唯一の方法は神殿結婚です。神殿結婚をす

るにふさわしい者であるために，私たちは常に清い生活をし

なくてはな．りません。私たちのこの十代という時期は，両親

にとって最も心配な時期なのです。彼らは，私たちが経験 し

始めている激 しい衝動や感情を知っています。彼らも同じ経

験を通 してすばらしい発見をしたのです。彼らは私たちを助

け，導いてあげたいと思っているだけなのです。

前世を去った霊は清く，熱意を持 った勇敢な選ばれた霊で

した。私たちは，この世にやって来た時と同じ清い状態で再

び帰るという一つの考えと目標を持 って日々を過ごさなくて

はな りません。
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上手 に語 られた良 い物語 は，最 もす ば らしい教材の一つ にな り

ます。

どんなに良い物語 で も読 んだので は内容が死んで しまいます。

（例外 ：生徒には各自の聖書 を読 ませ なさい）

アブラハ ム， ヨセ ブ，ダニエル， イエス，パ ウロの物語 をす る

時 には， しば ら くの間その人にな りき って話 しな さい。 これは背

景 を調べ るだ けでな く，彼 らが どう感 じ， どう考 えたか とい う感

情移入の必要性を意味す るものです。

聖句を暗請 しな さい。聖書の言葉は非常に力強 く，感銘 的な も

のが あります。聖句を一人一人 にのべ るときは，途 切れない こと

と目の触れ合 いが大切です。そ うす ることによ り，あなたは間接

的に クラスの生徒 に聖句を暗記 させ る模範 とな るのです。

』 。、

即

齢

し

物 語 を

し な さ い

イ ワ ン ・ ハ ー ブ レ ク ト ・ ミ ト ン ＊

＊ イ ワ ン ・ハー ブ レ ク ト ・ミ トン姉 妹 は ， オ レゴ ン教 育 大学 の 音楽

の 助 教 授 で あ る。 コ ンサー ト， オ ペ ラ歌 手 と して ， これ ま で 北 米

や ヨー ロ ッパ 各 地 を演 奏 旅 行 して きた 。 １９５５年 ， タバ ナ クル 聖 歌 １

隊 の ヨー ロ ッパ 演 奏旅 行 の際 ， ミ トン姉 妹 は ソ リス トと して 加 わ

った 。 これ まで プ ライ マ リー ， 日曜 学 校 ，Ｍ ＩＡの 教 師 と して 働

き現 在 サ レムス テー キ 部 （オ レ ゴ ン州 ） の ス テー キ部 指 揮 者 で あ

る。 夫 の ジ ョー ジ Ｌ． ミ トン氏 との 間 に ４人 の子 供 が あ り， サ

レム第 ２ワー ド部 に所 属 して い る。

物粥 欝撫芝雛霧識『灘
するための準備の仕方とテクニ ックを知 らなければなりませ

ん。特に，聖典か ら物語が引用されている場合のレッスンで
’は子供たちがよく理解し

，私たちと同．じ確信と証が得 られる

ように最大の努力を払わな くてはなりません。物語は，それ

を話す教師によって効果のあるなしが決まります。

亀

計画と準備

聖典からの話は，その内容を知るだけでな く，霊的な特質を

感じとり，現在の生活に応用できるかどうかを見 るのですか

ら，十分な準備が必要です。いったん意味をつかんだなら，

じょうずな教師は 「非常に深 く心を打たれた事柄をすぐに他

の人々と分ち合いたい，・しかも感情だけではなく，心も魂 も

分ち合いたい……」１と思 うのです。 教師の熱意と 奮起によ

って，子供たちは聖書の話が好きになり，福音に対 してはっ

きりした認識を持つようになるのです。 ’

福音の物語は大人用に書かれているので，子供用に直す前

に，大人という立場か ら理解すべきです。ここでも準備とい

うことが言えます。 レッスン用のテキス トは，子供たちが理

解できるような方法や言葉を見出す際に大きな助けとなりま

すが，私たちが述べる証は，聖典に見 られるよケな

話を理解することによって増すのです。参考文

献や聖句の注解に関して，背景となる資料が

さらに必要になるかもしれません。また私た

ちは，話を心に留めておき，私たちの経験め

一部 として生き生きと感情をこめて話すよ

うにしなければなりません。

物語は原文に忠実であることが大切で

す。良い語り手は，物語を誇張するため

に，作 り話などは決 してしないもので

す。語る価値のある物語は，装飾を

施さなくとも興味をひきます。また

技巧をこらしすぎたり，あまりにも
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もしイエスが物語 （た とえ話） を して下 さ らなか った ら，私た

ちは イエス とイエスの福 音に関 して今 のよ うに多 くを理解す るこ

とはで きなか ったで しょう。 「私 の隣人 はだれですか」 とい う質

問に対 して，良きサマ リヤ人 のた とえ話以外 にすば らしい答 えを

見つけ ることがで きるで しょうか。

大 な り小 な り，あなた の証 はあなたの語 る物語すべてに影響す

るのです。 なんの考 えも，準備 も，個人的な信念 も持たない話は

偽善で ありごまか しです。

子供た ちは内容を細かに話 した り，質 問に答 える ことによって

すでに知 ってい る聖 書の中の物語 をする ことがで きます。聖書 に

は， ラザ ロを墓か ら出 され る前 に， 「イエスは涙 を流 された」 と

記 してあ りますが， イエ琴は悲 しまれた ので しょうか。 この こと

は， ラザ ロやマ リヤ，マル タに対す るイエスの愛 をどの ように示

していますか。 （ヨハ ネ １１：３５参照）

良い語 り手 は個人 的に深 く感銘 した事柄 を他の人 々と分 ち合い

たい と強 く望 みます。

戯

剣

ヨ

詳 しすぎて，子供たちのために，簡潔さ，効果を失なわない

ようにすべきです。

物語を子供たちの生活に関連づけて話す と興味 を ひ き ま

す。物語のあ らゆる面を，誠心誠意で十分に理解 してか ら，

自分にこう問うてみるべきです。 「この物語か らクラスの生

徒に何を得てもらいたいと思 っているのだろうか。この物語

は何を教えているのだろうか。 この物語を生徒の経験とどう

結びつけたらいいだろうか。」私たちは，丁度ニーファイが自

分の民のためにしたと同じことを子供たちのた め に な し，

「私たちの学問と利益になるように，すべての聖文を私たち

の．ためと見立て」 （１ニーファイ１９：２３）なくてはな らない

のです。言い換える「なら，私 たちのする物語を意義あるもめ

としてくれる，今の時代のたとえ話や例を絶えず見つけなく

てはならないのです。

練習とレッスン

うまく物語をするには教室の中だけでな く，それ以外の所

でも練習 しなくてはなりません。捜せぱ，教師はそのような

練習の機会をたくさん見つけられ「るでしょう。 レッスンに臨

む前に，鏡の前で練習 してみなさい。 じょうずに物語をする

ための大きな助けとなるで しょう。

あなたはクラスで生き生きとした教え方をしていますか。

身ぶ りや手ぶ りは，あなたの考え，感情を伝えるのに役立 っ

ていますか。この方法はマンネリ化を避け，物語の価値を落

す不必要な身ぶ りをなくして くれます。

自己を評価 し，改善するためのもう一つのすばらしい方法

は，テープレコーダーの使用です。できれば物語をテープに

吹き込み，聞きなが ら，自分のテクニックを考察 してみなさ

い。語 り手としてのあなたはどうですか。小 さな安いテープ
．レ

コーダーでも，十分話 し方の上達に役立ちます。

また自分の子供やその友だちに物語をしてあげることによ

っても練習できます。たえず，練習の機会を見つけなさい。

物語をすることによって心に銘記することができ，丁度即席

の音楽を作るときのように，他の方法では浮かんでこない考

えも物語を している最中に浮漆んでくるものです。

意味を持ち，感動させる味のある事柄，心に思い浮かべる

ことができ，耳を傾けさせ る事柄を述べなさい。あなたの人

柄と確信を子供たちに感 じとらせなさい。 クラスを訪問 して

くれた年長の人々の提案や評．価を心から．受け入れなさい。

物語をする前に，その詳細をはっきり心の中に留めておき

なさい。 これまで何度 も聞いたり話 したりしたことのある物

語の場合は，その物語をはじめて聞いたものと仮定して取り

組む とよいで しょう。そのような物語は心で聞きなさい。何

度 も読み直 して新 しい意味や見方をとらえなさい。子供たち

は，新 しい考え，理解へと導 く質問に答えたり，内容を細か

に話 したりして，すでに知っている物語を発表することがで

きます。

もし祈 りをもって十分に準備 し，想像力と確信をもって伝

之るならば，福音の物語はいつまでも新鮮で霊的なものとな’

るのです。

１．ルース ・ソーヤー 「物語のしかた」Ｐ．２８（英文）

．１

テキス トに書 かれて いる話 をそっ くりその まま読む ことほ ど退

屈 な，つ ま らない レッス ンはありません。

聖書 の物語 は，あなた次弟ですば らし くも，つ まらな くもな り

ます。す ば らしい話か どうか は，、視覚教材の数や レッス ンの前に

何度 その話を読んだか とい うことよ りも，む しろその話を理解 し

て いるか どうか，個人的 に証を持 ってい るか どうヵ〉，子 供の レベ

ルに合わせて話す能力があ るか どうかによ るのです。

各物語 に縁 一つの中心 とな るポイ ン ト，概念 ， 目的が あるはず

です。 それ以上つ け加え ることは学習 を乱す ことにな りか ねませ

ん。 もう一度 イエスの話 とその率直 さ，簡潔 さを観察 してみな さ

い。

．すば らしい物語 が，必 ず しもそれを聞 く人 々の質問全部 に答え

られ るとは限 りませ ん。 イエスの話 も しば しば疑問 を残 したまま

終 っていで，聞 く者 が， 自分で結論 を引き出 さねばな りませんで

した。
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１０月 の 聖 餐 の 聖 句

大人日曜学校

「わ た しは福 音 を 恥 と しな い。 それ ぽ ユ ダ ヤ人 を は じ

め ギ リシ ャ人 に も， す べ て 信 じ る者 に 救 い を得 させ る神

の力 で あ る 。」 （ロ マ １ ：１６）

子供日曜学校

「心 の き よ い人 た ち は
， さ いわ いで あ る。 か れ らは 神

・を み るで あ ろ う。」 （マ タ イ ５ ：８）

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

Ｒｏｖ Ｍ ．Ｄ ａｒｌｅｖ

き 」

ｏ

き
！ ｆ

●

ｆ

卜

匡．

ｒ
．

塵

「忘 れ え ぬ 人
、

た ちは数 ケ月前 に越 して きた この ワー

私
ド部 に急 に慣れて きた ようで あった。

私 はもうこの新 しい ワー ド部での経験が生活

の一部 となって きたた め， あんな に大好 きだ

った前の ワー ド部での思い 出さえ も．うすれて

い くので はないか と思 う。 しか し私 は前の ワ

ー ド部での楽 しい思い 出をいつ も忘れないだ

ろ う。

本 当に良い人た ちばか りだ った。私は子供

た ちが教会で一番良い ク ラスに入 ってい ると

いつ もそ う思 っていた。 それ は子供た ちの教

師 を私 はよ く知 っていた し， また大好 きだ つ

たか らであ る。

私は偉大な指導者の指示の もとに，同僚の

大祭司た ちと席 を同 じくす る時には，よ く胸

の おどるような感動を憶えた ものだ った。 ワ

ー ド部の藍督 は私た ちの力の源であ った。 そ

して監督が私た ちを愛 し，本当に私た ちのた

めを思 っていて くれ るのだ とい う気持が真 に

感 じられ るのだ った。

しか し，私た ちの ワー ド部にあ って忘れ る

ことので きない一人の人がいた。彼はよ く私

の家を訪問 した。彼は私の家に来 ると子供た

ちを名前で親 し く呼んで ，．ひ とりひ とりと話

すのだ った。彼は子 供たちの言 うことはなん

で もよ く聞いてや っていた。子供 たちには，

彼が 自分た ちを心にかけている ことがわか っ

ていた。

私た ちの子供が幼 児の祝福を受けた時 も，

彼は幼児を祝福する神権者たちの輪の中に私

と共に並んで立 っていた。子 供たちがバプテ

スマを受け る年頃にな った時，彼 は子供たち

にその儀式の重要性 について話 し て 聞 か せ

た。子供た ちが，バプテスマの水の中に入 っ

た時には，彼は証人 として一緒に出席 し，非

常に喜んで くれた。子供たちを教 会の会員 と

して確認す る儀式において も，彼 は私 と共 に

その手を子供たちの頭にのせた。一番上 の息

子が執事にな った時，そばにや って来て祝 っ

て くれたのも彼 だ った。

私が出張で出かけた時には，毎 日私 の家に

電話をかけて きて安否を気づ か って くれた。

毎週私 たちが教会へ行 くと，彼は私 たちをみ

つけては握手を した。 かつて私 が病 気にな っ

た時な どは， もう一人 の兄 弟 と共 に私 の家を

訪 れ，病 いを癒す儀 式を施 して くれた。彼 は

よ く一緒にひ ざまつ いて祈 った。

私 た ちの話 を聞いて くれる彼の態度は私 た

ジ ョー ジ ・デ ュ ラ ン ト

ちに もっと良 い ことを しなけれ ばと感 じさせ

るものであ ったが決 して彼 は私 たちに説教 を

した りは しなか った。彼 は名 の とおった偉大

な教 師でもな く，ま して立派 な学者で もなか

ったが，彼か らは知恵 と力 とが感 じられた。

彼 は，私 たちが信頼 し尊敬 しうる霊的 な光 を

放 っていた。私 たちに影響 を与 えたの は彼の

言 った言葉 ではな く彼 の入 とな りで あ った。

彼 が私 に会いに来 た時，ア ロン神権者 の息

子 の一人 をつ れて きた。彼 は息子 を愛 してい

た。私 の子供 たちは彼 らといっ しよにスポー

ツや水 泳の話 をす るのが好 きだ った。

引越 すまえに，私 たちは うら庭 の芝生で ピ

クニ ック．を した。名誉 あるお客様で ある彼 は，

家族 をつれて や って きた。彼 は手造 りの，’中

に桃 が入 って いるアイス クリー ムを持 って き

た。私 たちは手 を取 り合 い，お互 いの目に涙

を うかべて別 れをつ げたのだった。

このよ うに，私 は，前 にいた ワー ド部での

すば らしい思 い出の数 々を忘れ ない。 そこに

は，私 のなつ か しい人 々がた くさんいる。 し

か し，私 に とって最 も忘 れえぬ人 は，私 のホ

ーム ・テ ィーチ ャーその人 である。

２７７
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心 も

洗 い清 めて くれ た

母

リ ン ゼ イ Ｒ． カ ー テ ィ ス作

曜 日の夜 に ，／０人 の子 供 と両 親 が 入 浴 す る こ とは ，大

土
変 な こ とで あ った。 しか し， 以前 は石 炭 ス トー ブ の上

に鍋 を のせ て 湯 を わか して いた の だ が， 今 で は湯 わか し器 の

と りつ けて あ る新 しい ス トー ブ に改 良 され て い た。

お 母 さん が 立 て ひ ざで私 た ち の 肌 を ご しご し こす っ て洗 い

（そ う され るの は あ ま り うれ し くな い 時 も あ った が ）， 最 後

に きれ い にな った か ど うか よ く調 べ るの を， 小 さな子 供 た ち

は な らん で順 番 を 待 つ の だ った 。 あ れ か ら５０年 経 た今 ， 思 え

ぱ母 は明 らか に安 息 日 に そな え て私 た ち の 体 の み な らず ，心

を も洗 い清 め て くれ た ので あ った 。

母 が 私 に語 って くれ た， 二 人 の 少女 とそ の お母 さん （私 の

祖 母 ）だ け で家 に い る時 に，イ ンデ ィア ンが戸 口 の と ころ ま で

や って き た時 の話 を 私 は よ くお ぼ え て い る。 か の女 た ち は ど

う して い い のか わ か ら なか った りＬか し，もち ろん 丸太 小屋 の
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ドアが開 くまえに，主にすべてをまかせて祈ったのであった。

丸太小屋のまわりを見たインディアンたちは， 自分の身を

守ることのできない女たちだけしかいないのを知ったにちが

いなく，与えられた食料だけ取って，子供やその母を傷つけ

ることもせずそのまま帰ってしまった。

私は，子豚の銀行 と呼ばれ，母が子供の頃グリーンのふち

どりがしてある手編みの灰色のミトンに １円ず？十分の一と

して貯金をしたという開拓時代の話を思い出す。 とうとう１０

円貯まり，教会の什分の一の記録簿に彼女の名前が初めて記

録 されるというので喜びいさんで監督に納めに行 ったその時

のことは，子供心にいつまでも忘れられないものとなったよ

うであった。 このことから始まり， この小さな灰色のミトン

は，この少女にとって天の窓を開け （マラキ３ ：１０）始め主

があまりにも多 くの祝福をそそぎたもうたので彼女はその祝

福をうけきれないほどであった。 ミトンの中身がふえると共

に，少女の信仰も増 していった。 司・

じょうずなやりくりはもちろん，節約を学ぶ こ と に よっ

て，彼女は大切なものを買うのに十分なお金をいつも持 って

いるようであっ縞 天の扉は教育のために開けられた。他の

扉は，彼女が教師の資格をとるときに開かれた。

この少女が結婚した後，私の父や母が家計をやりくりしな

が らもこのミトンは，主 の十分の一 として，大切にまもり継

がれたのであった。ついにかれらの祝福はあまりに多くなり

すぎだので，この小さな灰色の ミトンにもはや什分の一が入

１りき乳なくなってしまった。しかしミトンはその目的を十分
も

果たしたのであった。その事は少女 に什分の一というこの大

切な律法を教えただけではなく，その教訓は彼女の百人以上

の子孫にまでうけ継がれたのである。

私は母が手に一本の棒をとってたやす く折ったことを思い

だす。それから母は１０本の棒をひとまとめにして，それがい

かに折れにくいものかをしめしてくれた。

「もしも１０人の子供たちが，愛 と誠実とを持って互いに結

び合うならば，あなたたちの力はその百倍にも な るで しょ

う。」その捧と一致団結の精神は家族が 困難にあって 立ちむ

かう時，私たち家族を守るよろいとなっているのである。

母が私たちに悪いことを正し，良いことを教えるために私

たちを罰する時の態度は，それに対 してだれも口だしできな

い正義感あふれる毅然としたものであった。罰をうけるもの

は，いつも自分で，そのむちに使う柳の枝をとりに行かされ

た。

母は私たちが罪を感 じるのをよ く知っていた。私たちは良

心にしたがいそれぞれ自分の罰に値する大きさの柳の枝を持

って くるのだった。私たちがうける良い報いや罰の段階とい

、うものは，私たちのするその生活によって私たち自身が決定

＝するのではないのか。

母は私たちの生活にとってホーム 」ティーチャーがいかに

大切であるかということについてあらためて言う必要はなか

った。家族のみんながホーム ・ティーチャーに十分な尊敬と

親切を示 していた事実がそれを物語っていた。もしあの頃の

ことを写 し出すテレビがあったなら，私たちの家族の曇も大

切で最 も親 しい友だとして監督の次にホーム．・ティーチ》一

が映し出されることだろう。

監督，あるいは他の権威ある人々に対 しての悪口は決 して
き く の ま

甲奪竺湖 鎗藷鷲 灘 籠埜機 搬 ・く
うになった。、

他人へのおもいやり・や共に分ち合うことなどは私たちにと ・

ってごく当然めこととなっていった。私たちはいつも日曜日

の夕食には盛 りだ くさんの食事を用意 しては，母が扶助協会

の会長をしていた時に世話を していた，ワー ド部の年老いた

未亡人の人たちを招いてよく共に食事をした。母が世話をす

るようになってか らはその年老いた未亡人たちはだれ一人と

して仲間はずれにされた りはしなかった。彼女たちが生きて

いる間はずっとその食料倉庫は，いつもいっぱいに保たれて

いたのだった。

神権に対する信仰は，忘れがたい経験をとお して私たちに

もたらされた。姉のレイが重い病気にかかっていたとき急に

容態が悪 くなりはじめた。その時は丁度，父も，他のメルケ

セデク神権者 もいなかっ牟。

庭に家のまわりの塀を造っていた二人の男の人がいた。母

はすばや く二人のところへ行 き，かれ らがメルケゼデク神権

を持 っているかどうかたずねた。かれ らはメルケゼデク神権

者であったが， 自分たちが病いを治す儀式を執行するには経

験がなさすぎると思っていた。
「早 く私 といっしょに来て下さい。私のところに聖別され

た油があります。そして，あなたがたの言 うべき言葉は私が

知 らせましょう。」と母が言った。私たちのだれもが， この信

仰ある母の教訓と神権の権能の重要さを忘れることはできな

い。．

母が困難な問題に直面した時の解決りしかたは直接的であ

った。彼女は鏡の前にまっす ぐ立ち，鏡の中の自分をじっと

見つめて言うのだった。 「さあ，あなたとこの問題とどちら

が大きいか」

答は明らかだった。

確かに，母は私たちの体を洗って くれた臨 、心も洗い漬め

て くれ た の だ っ た。 私 た ち に， 永 遠 の生 命 に い た る助 けを し

て くれ た母 に， ど うや っ て報 い る こ とが で き る と い う のだ ろ

う。 私 は そ の方 法 を知 らな いが ， しか し一 つ の思 いが 心 に湧

い て く る。

天 父 が そ の独 り子 イ エ ス ・キ リス トを い く度：か 紹 介 な さ っ

た 時 は い ず れ も， 正 当 な 誇 りを持 っ て イ エ ス ・キ リス トを指

して この よ うに言 わ れ た の で あ った 。「これ は私 の愛 す る子 ，

私 の 心 に か な う者 で あ る。」 （マ タイ・３ ：１７）

母 が 私 た ち に 対 して これ と同 じよ うに言 っ て くれ る こ と以

上 に ， 何 を 望 む こ とが で き るで あ ろ うか。
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幼児 に
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福音の真理を

教 えな さい

マ ー ジ ェ リ ィ ・ キ ャ ノ ン

あ 篶 ぢ謄 灘 艦 雪嵩 郷 ：諮 鴛 を；禦 糠 臨 あの子、、食物をあげ。、えに，小、な手をあわせ
て短い食事の祝福の お祈 りを さ茸てあげてほ しいの。家では夜に もあの子 と一緒 に家族 の祈 りをするのよ。 も しよか った らお父 さん とお母 さん

も，あの子の ベ ッ トの横 にひざまついて，いつ もあの子がす るよ うにお祈 りして くだ さる ？ そ うすれば安心 して 眠ると思 うわ」

娘が立 ち去 ってか ら，祖母は との申 し出について考 えた。 かれ らは，何 と賢い両親 なのだろ う， と彼 女は思 った。 １歳半 の時 に身 につ け られ

た習慣 はその人の１８歳の生 き方を決め るといわれてい る。彼女は， 自分の娘 と隣に住んでい る若い母親 の人 生に対 する考 え方 を比較せず にはい

られなか った。 「私 は子供が二歳半 にな るまで働 くつ もりです。二歳半にな るまでは，子供は本当にだれがだれなのか， とにか く何 もわか らな

いのです もの ・」 Ｊ ・ルー ベン ・クラー ク ・ジュ子アはかつて こう明言 した。 「主は，幼年時代の初期か ら子供は福 音の原則 と教 義に基づ いて

教 え られね ばな らないことを， はっきり啓示な さっています。 も しそうしなければ，罪はその両親の頭に留 る （教 義 と聖 約６８：２５）のです 。」

今 や，子供 の成長 の分野 における最 も重要な研究 は，生後何 ケ月 とい う時期 に関係 してい るのであ る。多 くの心理学者が，人聞の一生にわた

る進歩 はその人が ４歳 になる前 に何を学んだか によると信 じてい る。 そ してまた一たび その幼い頃の感 じやすい年齢を過 ぎて しま うと，子供は

決 して その頃 と同 じように，す なおに， そ して 自然 に受 け入れて，学ぶ ことはないであ ろうとい うことに意見が一致 してい る。

子供 たちを教育す る機会 は，私 たちが子供た ちの良 い面 に気づ きひきだ してあ げることがで きればいつで もあ るのであ る。

娘 の メリ リイ．が丁度 ２歳 の時で あ った。彼女 は，私 に灌油の儀式 を してい る間，兄や妹 とひざまずいて共 に祈 ったのであらた。翌 日の朝私は良

くな って いた。 それか ら三 日後 の夜の食卓で， メ リリイは食欲がなか った。私は彼女 に熱があ ることに気がついた。 「お母 さん，お母 さんが病

気 の時 にお父 さんが お祈 りした らなおったで しょう」 と彼女 は考 えぶか げに言 った。私が うなず くと，彼女はまた言 った。 「お母 さん，私 もお

父 さん に祈 って ほ しいの 。」 そ こで メ リリイの父親 は灌油の儀式を施 し，翌 日の朝彼女は元気にな った。

メ リリイは今１０才で ある。彼女 は祈 りが答 え られ るとい う強い信仰を今 もなお持ちつづ けている。

７番 目の子が ３， ４カ月の頃， まだ言葉の意味 もわか らない時に，私 はすべての ことの中で最 も大切 な真理 ，すな わち天 のお父 さま とイエスさ

まが彼 を愛 して お られ るということを教えは じめた。私が彼を うでの中に抱いて，あなたを愛 しているのよ とさ さやき，いつも私 はこ うつ け加

えた ものだ った。 「天の お父 さまもあなたを愛 して お り， イエス さま もあなたを愛 してい らっしゃるのですよ」 と。 これ らは彼 がひざにだか れ

顔 を撫で られ なが ら毎 日毎 日聞か された言葉だ った。時 々私 は，はた して こんな に幼い赤ん坊 に本当に この真理を教 える ことができるの澄ろ う

か といぶか った。 はっき りで はな いが， それ は一番初めの段階なのだ った。初め に彼は言葉 とい うものを，愛 されるこ とによ って感 覚 的 に 覚

え，次 に深 い意味 を理解 してい くようにな るのであ る。

やがて彼が幼児 とな った時，私 は彼の部屋 にイエス さまが子供たちを祝福 している大 きな絵 を飾 った。天 のお父 さまが この世 に救 い主 を送 ら

れ＃ その愛 とまた ，救い主が私た ちを愛 して，命をすて られ，それによ って私たちが再 び生き られるよ うにな った ことを彼 は理解す るようにな

うたざ

私た ちの息子 は今 ， ６歳で ある。彼は 日ま しに大 き くな って，今では もうベ ビーサー クルや囲い付 きの遊 び場 か らはみ 出 して しまうほど．だが

彼の会話や祈 りには天の お父 さまや イエスさまが生 きてお られ，彼を愛 してお られる とい う確 信があ らわれている。彼が まだ赤ん坊だ った とき

に学ん だよい ことが ，彼 のまず第一 に考 えることとな ってい る爾であ る。いつの 日か，．あの確信 こそがすべて のもののうちで最 も必要な もので

ある ことを彼 や私 の子供た ちみん なが知 るようにな るのであ る。

私た ちは子供 たちを無視す る ことはで きな い。かれ らは喜んで学ぼ うとしてい る。そ して もしも私 たちが本 当に幼 い うちか ら福音の真理を教

えるな らば，私 たちの幼児 が成長 した時 に真理か ら離れ ることがな く，必ずや，彼 らが復活 し，昇栄 し 「とこしえに栄光 をその頭 に附 け加え ら

れ （アブ ラ．ハム ３ ：２６）」るにちが いない。 そして私た ち両親は，主よ り受けた この さし迫 った義務 を為 しとげた とい う実感 を 持 って 祝福 され

るで あろ う。
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「………人類が現世にあるのは幸福を得んためである。」

（皿ニーファイ ２：２５）

「幸福を得る」どんな状態が 「幸福を得た」といえるので

しょうか。もしそれが物質的に満たされた幸福なら限界があ

ります。また精神的に満たされた幸福ならそれはまだ完全な

幸福 とはいえません。ではいったい幸福とは何か。 そ うで

す，天父なる神 さまの御前に立ち帰 った時，私たちはその幸

福の真髄を悟 るに違いないのです。すなわち神と同格の条件

を （肉体的にも霊的にも）持ち合わせなければならないとい

うことです。

そのために今，私たちはこの地球上にいるので す。 しか

し，ただこの地球に生を受けたからといって，それでよしと

いうのではありません。神さまのようになれるように，一つ

の道に沿って行かねばなりません。私たちが真の幸福を得 る

たあの道すじはあ らかじめ神さまが定めてくださってありま

すか らその通り進めばよいのです。その道はすべて聖典や，

啓示によって示されています。

私たちがもし神さまのところへ帰るための方法を独力で，

聖典か ら学びとり，自ら啓示を受けて進もうとしたら，大変

なことです。私たちの一生は長 くて １００年です。前世の無限

に近い生活と来世に於ける永遠の生活の間に私たちの １００年

は誠に特殊に， しかも誠に重要に， 「現世」として歴然と存

在 しているのです。たったの １００年，それは人々にとっては

沢山の事柄のでき得る時間かも知れませんが，宇宙の年齢か

らしたら，一瞬の間の時間なのです。無限の時の流れから百

年を差引いたとしても残 りはやはり無限の時間なのです。

私たちは果 しない時の流れの中の髪の毛一す じほどの間隔

を私たちは現世 と呼び，その中で， 自らの行 く末を決定すべ

く生活しているのです。そんな短か くも大切なこの世にあっ

て，どうして神さまのところへ帰 る道を知 らずに幸福をつか

むことができましょうか。また，無力な人間だけで， どうし

てその正しい道を歩 くことができましょうか。イエス ・キリ

ス トは私たちを助けるため教会をおつくりになりました。末

日聖徒イエス ・キリス ト教会のすべての教育機関は，私たち

の短かい人生をいかにして正しく歩むかを教える唯一のとこ

ろです。もう一度 くりかえ します。私たち独力では決 して救

いの道を全うすることはできません。教会のあ らゆる組織，

神権会，日曜学校，子供の日曜学校，プライマ リー，Ｍ ＩＡ，

扶助協会等，私たちに与えられているすべての組織はどれ一

つ欠 くことのできないものなのです。それは 「幸福を得ん」

ための唯一の正 しい道なのです。

図表は私たちの助け手として与え られている教 育 機 関 で

す。そうです，私たちは神さまのようになるのには決して簡

単ではないけれど，困難ではないのです。与えられた道を歩

めば，無限一 １００＝無限。すなわち私たちの人生 １００年 （現

世）は永遠の時の流れか らすれば，零に等 しいのです。

さあ，私たちは男であろうと女であろうと大人であろうと

子供であろうと，全ての人々がどこかに， この図のどこかに

概当するはずです。幸福への道を，決 して見失なうことなく

歩もうではありませんか。

一 東京 ステー キ部のペー ジー
２８３
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